
宇部工業高等専門学校 経営情報工学専攻 開講年度 令和05年度 (2023年度)
学科到達目標
経営情報工学専攻では、経済社会と情報技術の発展に対応し得る高度な知識と技術を有する技術者（経営のエンジニア）を育成するため、以下
のような能力を身に付け、所定の単位を修得した学生に対して、修了を認定します。
１．社会の仕組みや実務問題を理解できる。総合的能力を有する開発型技術者・研究者に必要な能力を養う。
２．情報処理技術を習得し、情報技術を駆使できる。
３．自分の専門分野だけでなく他分野も理解できる幅広い知識を持ち、具体的に”もの”をデザインできる。
４．工学に関する基礎的な技術や知識、さらに専門分野に関する応用的・先端的技術・知識を総合し、問題を解決し具体的な”もの”を実現でき
る。
５．高度な数学や専門分野の応用的・先端技術・知識に加えて、専門分野以外の実験技術を習得し、事象・現象を総合的に捉え解析できる能力
を身に付けている。
６．技術者としての社会的責任や、技術が自然や社会に与える影響を理解し、幅広い見地の下で物事を考慮し、適切な判断ができる。
７．日本語で研究発表できるプレゼンテーション能力を身に付けている。

【実務経験のある教員による授業科目一覧】
学科/専攻 開講年次 共通・学科 専門・一般 科目名 単位数 実務経験のある教員名

経営情報工学専攻 専1年 共通 一般 技術者倫理 2 藤田活秀
経営情報工学専攻 専1年 共通 専門 MOT特論 2 中村英人
経営情報工学専攻 専1年 学科 専門 電気通信工学 2 春山和男
経営情報工学専攻 専1年 学科 専門 経営情報工学特論Ⅰ 2 松野成悟
経営情報工学専攻 専1年 学科 専門 社会システム工学実験Ⅱ 2 中村英人、松野成悟
経営情報工学専攻 専2年 学科 専門 社会システム工学実験Ⅲ 2 伊藤勉
経営情報工学専攻 専2年 学科 専門 ネットワーク技術特論 2 武藤義彦
経営情報工学専攻 専2年 学科 専門 データベース応用 2 伊藤勉
経営情報工学専攻 専2年 学科 専門 経営管理特論 2 松野成悟

科目区
分 授業科目 科目番

号
単位種
別 単位数

学年別週当授業時数
専1年 専2年
前 後 前 後
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

担当教
員

履修上
の区分

一
般

必
修 日本文化 83001 学修単

位 2 4 赤迫 照
子

一
般

必
修 実用英語 83002 学修単

位 2 4 岡田 美
鈴

一
般

必
修 数学特論 83003 学修単

位 2 4 三浦 敬

一
般

必
修 技術者倫理 83004 学修単

位 2 4 藤田 活
秀

専
門

必
修 ＭＯＴ特論 83005 学修単

位 2 4 中村 英
人

専
門

必
修 統計学特論 83006 学修単

位 2 4 岸川 善
紀

専
門

必
修 情報理論 83007 学修単

位 2 4 荒川 正
幹

専
門

必
修 環境工学 83008 学修単

位 2 4
樋口 隆
哉,杉
本 憲司

専
門

選
択 自然科学特論 83009 学修単

位 2 4 木村 大
自

専
門

選
択 情報処理 83010 学修単

位 2 4 三谷 芳
弘

専
門

選
択 会計学特論 83011 学修単

位 2 4 田川 晋
也

専
門

選
択 経営工学特論 83012 学修単

位 2 2 挾間 雅
義

専
門

選
択 専門英語 83013 学修単

位 2 4
根岸 可
奈子
,伊藤
勉

専
門

選
択 電気通信工学 83014 学修単

位 2 4 春山 和
男

専
門

必
修 経営情報工学特論Ⅰ 83015 学修単

位 2 2 松野 成
悟

専
門

必
修 経営情報工学特論Ⅱ 83016 学修単

位 2 2 岸川 善
紀

専
門

必
修 社会システム工学実験Ⅰ 83017 学修単

位 2 2
岸川 善
紀,挾
間 雅義



専
門

必
修 社会システム工学実験Ⅱ 83018 学修単

位 2 2

松野 成
悟,田
川 晋也
,中村
英人

専
門

必
修 特別研究Ⅰ 83019 学修単

位 10 5 5
岡本 昌
幸,専
攻科各
教員

専
門

選
択

インターンシップ（1年
生） 83020 学修単

位 3 1.5 1.5
岡本 昌
幸,専
攻科各
教員

専
門

必
修 経営情報工学特論Ⅱ 82001 学修単

位 2 4

武藤 義
彦,松
野 成悟
,田川
晋也
,岸川
善紀
,荒川
正幹
,挾間
雅義
,根岸
可奈子
,伊藤
勉

専
門

必
修 社会システム工学実験Ⅲ 82002 学修単

位 2 6
荒川 正
幹,伊
藤 勉

専
門

必
修 特別研究Ⅱ 82003 学修単

位 7 4 4
岡本 昌
幸,専
攻科各
教員

専
門

選
択 国際経営特論 82004 学修単

位 2 4 根岸 可
奈子

専
門

選
択 会計監査論 82005 学修単

位 2 4 田川 晋
也

専
門

選
択 ネットワーク技術特論 82006 学修単

位 2 4 武藤 義
彦

専
門

選
択 データベース応用 82007 学修単

位 2 4 伊藤 勉

専
門

選
択 税務会計論 82008 学修単

位 2 4 田川 晋
也

専
門

選
択 マーケティング特論 82009 学修単

位 2 4 根岸 可
奈子

専
門

選
択 経営情報特論（非開講） 82010 学修単

位 2 4

専
門

選
択

オペレーティングシステ
ム工学 82011 学修単

位 2 4 内堀 晃
彦

専
門

選
択 実験計画法 82012 学修単

位 2 4 岸川 善
紀

専
門

選
択 経営管理特論 82013 学修単

位 2 2 松野 成
悟

専
門

選
択

インターンシップ（2年
生） 82014 学修単

位 3 1.5 1.5
岡本 昌
幸,専
攻科各
教員

専
門

必
修

(令和6年度)社会システ
ム工学実験Ⅲ 83021 学修単

位 2 1 1
荒川 正
幹,伊
藤 勉

専
門

必
修 (令和6年度)特別研究Ⅱ 83022 学修単

位 10 5 5
岡本 昌
幸,専
攻科各
教員

専
門

選
択

(令和6年度)経営財務特
論 83023 学修単

位 2 4 山根 陽
一

専
門

選
択

(令和6年度)経営組織特
論 83024 学修単

位 2 4 中村 英
人

専
門

選
択

(令和6年度)経営管理特
論 83025 学修単

位 2 4 松野 成
悟

専
門

選
択

(令和6年度)国際経営特
論 83026 学修単

位 2 4 根岸 可
奈子

専
門

選
択

(令和6年度)マーケティ
ング特論 83027 学修単

位 2 4 根岸 可
奈子

専
門

選
択

(令和6年度)会計制度特
論 83028 学修単

位 2 4 田川 晋
也

専
門

選
択

(令和6年度)情報ネット
ワーク特論 83029 学修単

位 2 4 武藤 義
彦

専
門

選
択

(令和6年度)データベー
ス特論 83030 学修単

位 2 4 伊藤 勉



専
門

選
択

(令和6年度)インターン
シップ 83031 学修単

位 3 1.5 1.5
岡本 昌
幸,専
攻科各
教員



宇部工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 日本文化
科目基礎情報
科目番号 83001 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 経営情報工学専攻 対象学年 専1
開設期 4th-Q 週時間数 4
教科書/教材 プリントを配付する。参考文献は適宜指示する。
担当教員 赤迫 照子
到達目標
①日本文化に興味・関心を抱き、理解を深めることができる。
②学び、考察したことを論理的な文章で表現できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安
（優）

標準的な到達レベルの目安
（良）

最低限の到達レベルの目安
（可） 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
日本文化への興味・関心を
広く持ち、様々な角度から
文化的事象を考察できる。

日本文化への興味・関心を
持ち、自分なりの角度から
文化的事象を考察できる。

自分なりの角度から文化的
事象を考察できる。

文化的事象を考察できない
。

評価項目2
理解したこと・考察したこ
とを論理的な文章で説明で
きる。

理解したこと・考察したこ
とを文章で説明できる。

理解したことを文章で説明
できる。

授業で扱った内容を文章で
説明できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

日本文化を学びながら、論理的な文章を作成する力を養う科目である。
主に文学・語学・歴史からの視点を切り口に、日本文化の諸相を概観する。理解したこと・考察したことは文章にまと
めて報告する。
「日本文化とは何か」「文化を学ぶとは何か」を考えることを通して、文化の多様性を尊重する姿勢を身につけてほし
い。

授業の進め方・方法
①文献・教材を読解し、日本文化への理解を深める。
②理解したこと・考察したことを他者に説明できるように、文章を作成する。
③論理的な文章を作成するために、推敲・添削の作業をする。
なお、この科目は学修単位科目のため、事前・事後学習として「演習課題」と「レポート」を課す。

注意点 ・小テストは日本語に関する問題を出題する。
・考察を重ねた成果として、レポートを重視する。なお、小論文は「レポート」として扱う。

授業の属性・履修上の区分
☑  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期 4thQ

9週 ガイダンス
文学概論①古代

『古事記』『日本書紀』『万葉集』を読み、古代文化
の基礎知識を身につける。
レポートを作成する。

10週 文学概論②中古
文学概論③中世

『源氏物語』を読み、平安文化の基礎知識を身につけ
る。
『方丈記』を読み、中世文化の基礎知識を身につける
。
レポートを作成する。

11週 文献学①
文献学②

和本の装丁の基礎知識を身につける。
書写・印刷の歴史を理解する。
本文批評・注釈・解釈に取り組み、分析・考察したこ
とをレポートにまとめ、発表する。

12週 批評を読む①
批評を読む②

日本文化に関する批評・評論を読む。
小論文を作成する。

13週 文学概論④近世
文学概論⑤近代

江戸の文学作品を読み、近世文化の基礎知識を身につ
ける。
小説を読み、近代文化の基礎知識を身につける。
小論文を作成する。

14週 文学概論⑥現代
批評を読む③

小説・批評を読み、現代文化の基礎知識を身につける
。
小論文を作成する。

15週 定期試験 日本文化のありかたを説明できる。

16週 試験返却・解説
授業のまとめ 学修の総まとめができる。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 レポート 発表 小テスト 合計
総合評価割合 10 70 10 10 100
知識の基本的な理解 10 20 5 10 45
思考・推論・創造への
適用 0 30 5 0 35

汎用的技能【論理的思
考力】 0 20 0 0 20



宇部工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 実用英語
科目基礎情報
科目番号 83002 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 経営情報工学専攻 対象学年 専1
開設期 1st-Q 週時間数 4
教科書/教材 Academic Writing Skills 1  Student's Book　Cambridge University Press
担当教員 岡田 美鈴
到達目標
アカデミックライティングの手法を学び、プレゼンテーションで使用しながら、言語知識の定着と総合的英語運用能力向上を目標とします。
（１）基礎知識（文法や語彙）の定着を図り、以下の英語運用能力（Reading, Writing, Listening, Speaking）の向上を目指す。
（２）効果的で印象的なプレゼンテーションを行うために必要な英語表現を習得する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安
(優)

標準的な到達レベルの目安
(良)

最低限の到達レベルの目安
(可) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1

アカデミックライティング
の手法を学び、ライティン
グ活動の中で多様な文を用
いて表現することができる
。

アカデミックライティング
の手法を学び、ライティン
グ活動の中で多様な文を用
いて概ね表現することがで
きる。

アカデミックライティング
の手法を学び、ライティン
グ活動の中で多様な文を用
いてやや表現することがで
きる。

アカデミックライティング
の手法を学び、ライティン
グ活動の中で多様な文を用
いて表現することができな
い。

評価項目2
アカデミックライティング
の手法を活用し、効果的な
プレゼンテーションができ
る。

アカデミックライティング
の手法を活用し、効果的な
プレゼンテーションが概ね
できる。

アカデミックライティング
の手法を活用し、効果的な
プレゼンテーションがやや
できる。

アカデミックライティング
の手法を活用し、効果的な
プレゼンテーションができ
ない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
アカデミックライティングの手法を学びながら言語知識の定着を図り、総合的な英語運用能力、Reading, Writing,
Listening, Speakingについての能力向上を図ります。また、この授業をきっかけとして英語学習やTOEIC学習にも目を
向け、公開試験やＩＰ試験を積極的に受験してほしいと思います。

授業の進め方・方法

【授業】テストの範囲や進め方は初回に説明をするので、準備をして真剣に取り組みましょう。授業での活動を評価す
るので、出席に気をつけましょう。
【評価】達成度評価（％）について、テキストの構成に合わせてUnit 1での活動を20％、Unit 2での活動を25％、Unit
3での活動を20％、Unit 4での活動を35％とします。また、この科目は学修単位科目のため、事前・事後学習として、
各回でレポートを提出します。　
　

注意点 必ず英和辞典とノート（またはルーズリーフ）を持ってきましょう。積極的に授業に臨む姿勢を評価します。間違いを
恐れずにチャレンジしてください。

授業の属性・履修上の区分
☑  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週 導入・Unit 1（Part 1, 2）
Guidance
How to structure a paragraph - the basic building
block for essays.

2週 Unit 1（Part 3, 4） How to structure a paragraph - the basic building
block for essays.

3週 Unit 2（Part 1, 2） From writing paragraphs to composing longer
pieces of work (essays).

4週 Unit 2（Part 3・Presentation）
From writing paragraphs to composing longer
pieces of work (essays).
You can give a presentation on a certain theme.

5週 Unit 3 （Part 1, 2） How to paraphrase and summarize, and use
information from outside sources.

6週 Unit 4 （Part 1, 2）
How to write a research essay, with particular
focus on presenting opinions and supporting them
with evidence.

7週 Unit 4（Part 3）
How to write a research essay, with particular
focus on presenting opinions and supporting them
with evidence.

8週 Round-Table Discussion You can have a round-table discussion about
SDGs.

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

Unit 1 Unit 2 Unit 3 Unt 4 合計
総合評価割合 20 25 20 35 100
基礎的能力 20 25 20 35 100
専門的能力 0 0 0 0 0



宇部工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 数学特論
科目基礎情報
科目番号 83003 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 経営情報工学専攻 対象学年 専1
開設期 2nd-Q 週時間数 4
教科書/教材
担当教員 三浦 敬
到達目標
（1）線形空間の構造が理解できる．
（2）有限体が理解できる．
（3）符号理論の仕組みが理解できる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安
（優）

標準的な到達レベルの目安
（良）

最低限な到達レベルの目安
（可）

未到達レベルの目安（不可
）

評価項目1
線形空間の構造が理解でき
，説明することができる
．また，問題を正しく解く
ことができる．

線形空間の構造が理解でき
，説明することができる
．また，問題を大きく間違
うことなく解くことができ
る．

線形空間の構造が理解でき
，説明することができる．

線形空間の構造が理解でき
ない．そして説明すること
ができない．

評価項目2
有限体の構造が理解でき
，説明することができる
．また，問題を正しく解く
ことができる．

有限体の構造が理解でき
，説明することができる
．また，問題を大きく間違
うことなく解くことができ
る．

有限体の構造が理解でき
，説明することができる．

有限体の構造が理解できな
い．そして説明することが
できない．

評価項目3
符号理論の仕組みが理解で
き，説明することができる
．また，問題を正しく解く
ことができる．

符号理論の仕組みが理解で
き，説明することができる
．また，問題を大きく間違
うことなく解くことができ
る

符号理論の仕組みが理解で
き，説明することができる
．

符号理論の仕組みが理解で
きない．そして説明するこ
とができない．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
線形代数とその工学への応用を講義する．前半では，本科で習得した線形代数を基礎とし，さらに抽象的な取り扱いに
ついて学ぶ．線形空間，部分空間，線形写像などを講義する．後半では，前半の抽象理論をもとに，有限体上の線形空
間を学び，その応用である符号理論について解説する．

授業の進め方・方法
抽象的な事柄を学ぶときに心がけたいのは，自ら具体的な計算を行うことを欠かさないことである．そのために，授業
内では具体例を多く取り扱う予定である．また，演習を課し，宿題も課すであろう．これらの課題をしっかりとこなす
ことで正しい数学的な概念を身に着ける．関連する数学的な話題についても触れる予定である．

注意点 授業時はノートをとることを推奨する．教科書・参考書は適宜紹介する．理解できない箇所は，まずは自分で考えるこ
と．そして，図書館を利用して文献を調べること．

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 2ndQ

9週 ガイダンスと体について
線形空間（１）

授業の進め方をシラバスを用いて説明する．体とは何
かを理解することができる．
線形空間の定義を理解することができる．

10週 線形空間（２）
線形空間（３）

1次結合，1次独立，1次従属について理解することが
できる．
部分空間について理解することができる．

11週 線形空間（４）
線形空間（５）

基底と次元について理解することができる．
線形写像と行列について理解することができる．

12週 線形空間（６）
線形空間（７）

行列のランクについて理解することができる．
連立1次方程式の解について理解することができる．

13週 符号理論（１）
符号理論（２）

符号理論とは何か？誤り訂正符号のアイディアについ
て理解することができる．
有限体について理解することができる．

14週 符号理論（３）
符号理論（４）

有限体の拡大体について理解することができる．
ハミング符号について理解することができる．

15週 符号理論（５）
符号理論（６）

巡回符号について理解することができる．
BCH符号について理解することができる．

16週 定期試験
試験返却

定期試験を実施する．
全体の学習事項のまとめを行う．また，授業評価アン
ケートを実施する．

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

定期試験 レポート 合計
総合評価割合 60 40 100
知識の基本的な理解【知識・記憶
、理解レベル】 20 15 35



思考・推論・創造への 適用力【適
用、分析レベル】 20 15 35

汎用的技能 【論理的思考力】 20 10 30



宇部工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 技術者倫理
科目基礎情報
科目番号 83004 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 経営情報工学専攻 対象学年 専1
開設期 2nd-Q 週時間数 4
教科書/教材 以下の教科書に基づいたレジュメを配布する。「JABEE対応　技術者倫理」小出泰士著（丸善株式会社）
担当教員 藤田 活秀
到達目標
①地球環境問題が説明できる、②技術者の社会的責任を説明できる、③企業不祥事の事例を説明できる、ことを到達目標とする。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安
（優）

標準的な到達レベルの目安
（良）

最低限の到達レベルの目安
（可）

未到達レベルの目安（不可
）

評価項目1
地球環境問題に関する国際
的取り組みについて説明で
きる。

地球環境問題が説明できる
。

地球温暖化問題が説明でき
る。

地球温暖化問題が説明でき
ない。

評価項目2
生命倫理と技術者の社会的
責任と企業の社会的責任を
説明できる。

技術者の社会的責任と企業
の社会的責任を説明できる
。

企業の社会的責任を説明で
きる。

企業の社会的責任を説明で
きない。

評価項目3 企業不祥事の事例を３件、
説明できる。

企業不祥事の事例を２件、
説明できる。
企業不祥事の事例を説でき
る

企業不祥事の事例を説明で
きる。

企業不祥事の事例を説明で
きない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
※実務との関係
この科目は企業で粉砕機器および運搬機器の高性能化の開発に従事していた教員が，その経験を生かし，地球環境問題
に関する基礎知識，人類の持続可能な発展の条件，また企業の社会的責任をふまえて，企業に勤務する技術者の倫理に
ついて講義形式で授業を行うものである．

授業の進め方・方法
この科目は学修単位科目のため，事前・事後学習として自学自習課題を実施します．
授業は講義形式で行うが，適宜グループワークや議論を行う．講義中に教員から様々な知識や事例が提供される．それ
をもとに，単に専門的な観点からだけではなく，消費者や政府あるいは環境や人権といった様々な観点・立場から考え
る力を身につける訓練を求めるものである．

注意点 技術者倫理は答えの無い学問であり，各自が答えを見つけ出す必要がある．技術者倫理が問題となる過去の事例を学ぶ
とともに，よりよい解を見つけ出すための思考方法を身につけてほしい．

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 2ndQ

9週 技術者倫理の要求される背景 今なぜ技術者倫理が問われているのかを考えることが
できる．

10週 事例研究１ チャレンジャー号爆発事故の背景と技術者の対応を考
えることができる．

11週 事例研究２ 三菱自動車クレーム隠し事件について考えることがで
きる．

12週 事例研究３ 福島原発事故について考えることができる．

13週 地球環境問題 地球環境問題への国際的な取組について説明し，考察
することができる．

14週 知的財産 知的財産について説明し，考察することができる．

15週 製造物責任 技術者が負う製造物に関する責任とは何かを説明し
，考察することができる．

16週 内部告発 内部告発のジレンマや方法について説明し，事例に対
して考察することができる．

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

レポート 事前・事後学習 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 60 40 0 0 0 0 100
知識の基本的な
理解 20 20 0 0 0 0 40

思考・推論・創
造への適用力 20 0 0 0 0 0 20

汎用的技能 0 20 0 0 0 0 20
態度・志向性(人
間力) 20 0 0 0 0 0 20



宇部工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 ＭＯＴ特論
科目基礎情報
科目番号 83005 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 経営情報工学専攻 対象学年 専1
開設期 3rd-Q 週時間数 4
教科書/教材 講義資料をPDFにて配布する（各自でダウンロード）。
担当教員 中村 英人
到達目標
①MOT（技術経営）の用語や定義、基本的なフレームワークを、説明できる。
②ビジネス・エコシステム及びプラットフォームビジネスについて、説明できる。
③MOT（技術経営）の事例を見つけ出し、分析・考察することができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安
（優）

標準的な到達レベルの目安
（良）

最低限の到達レベルの目安
（可）

未到達レベルの目安（不可
）

評価項目1
ケーススタディ企業におけ
るMOT（技術経営）の特徴
に対して、独自の考察を示
すことができる。

ケーススタディ企業におけ
るMOT（技術経営）の特徴
を、MOTの用語や定義、基
本的なフレームワークを用
いて、説明できる。

MOT（技術経営）の用語や
定義、基本的なフレームワ
ークを、説明できる。

MOT（技術経営）の用語や
定義、基本的なフレームワ
ークを、説明できない。

評価項目2

ケーススタディ企業の特徴
を、ビジネス・エコシステ
ム及びプラットフォームビ
ジネスの視点で捉え、独自
の考察を示すことができる
。

ケーススタディ企業の特徴
を、ビジネス・エコシステ
ム及びプラットフォームビ
ジネスの視点から説明でき
る。

ビジネス・エコシステム及
びプラットフォームビジネ
スに関連する用語ついて、
説明できる。

ビジネス・エコシステム及
びプラットフォームビジネ
スに関連する用語ついて、
説明できない。

評価項目3
MOT（技術経営）に関する
実例を自分で見つけ情報収
集を行い分析をし、考察す
ることができる。

MOT（技術経営）に関する
事例を自分で見つけ情報収
集を行い、分析することが
できる。

MOT（技術経営）に関する
事例を自分で見つけ、情報
収集を行うことができる。

MOT（技術経営）の事例と
、その他の事例の判別がつ
かない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

MOT（技術経営）について既知の知識を整理するとともに，新たな知識の獲得に努めます。また，他の学問領域との関
連性を理解し，具体的な事例について，技術と経営の2つの視点から考察できるようにします。
※実務との関係
この科目は、企業及び地方公共団体において情報システム構築や経済分析を担当した経験を持ち、さらに、MOT（技術
経営修士（専門職））の学位を有する教員が、その実務経験と知識を活かして、企業や官公庁の技術マネジメントの歴
史や現状、課題等の事例を踏まえた技術経営論について、講義形式で授業を行うものである。

授業の進め方・方法
教科書は用いず，適宜講義資料を配付します。
この科目は学修単位のため、事前・事後学習として、ケーススタディのディスカッションの前提となる資料の読み込み
、確認レポートを実施します。

注意点 講義ではケーススタディによるディスカッションを行います。積極的な参加を求めます。
受講者の人数により、事例研究の内容の見直しを行う場合があります。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期 3rdQ

1週 １.MOTをめぐる経緯
２.イノベーション

１.MOT（技術経営）の意義，成立の経緯について説明
できる。
２.技術の成果を商品化する過程及び3つの関門につい
て説明できる。

2週 ３.オープン・イノベーション
４.ビジネス・エコシステム

３.オープン・イノベーションの概念・枠組み・メリッ
ト・デメリットについて説明できる。
４.ビジネス・エコシステムの概念・枠組みについて説
明できる。

3週 ５.プラットフォーム・ビジネス
６.事例研究①:グローバル化と日本企業

５.プラットフォーム企業の概念・枠組み、成長の要因
について説明できる。
６.市場のグローバル化及び生産のグローバル化につい
て説明できる。

4週 ７.事例研究②:コンピュータ産業
８.事例研究③:半導体産業

７.コンピュータ産業の進展を、技術のSカーブ分析を
用いて説明できる。
８.半導体産業の歴史について説明できる。

5週 ９.事例研究④:半導体産業
１０.事例研究⑤:文房具業界（マスキングテープ）

９.わが国の半導体産業が衰退した要因を考察し、説明
できる。
１０.事例企業における、ユーザー・イノベーションを
説明できる。

6週 １１.事例研究⑥:時計産業
１２.事例研究⑦:ゲーム産業

１１.事例企業における、マーケティングの特徴を説明
できる。
１２.事例企業における、マーケティングの特徴を説明
できる。

7週
１３.事例研究⑧:医療機器産業（X線画像診断システム
）
１４.政府の技術政策

１３.富士フィルム の事例を通じて、同社の競争優位
について説明できる。
１４.政府の技術政策について説明できる。

8週 １５.論文研究①
１６.論文研究②

社会経済におけるMOTに関連した事例を自ら探し，こ
れまでに学習した内容を踏まえて，批判的に検証を行
う。



モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

レポート 発表 合計
総合評価割合 50 50 100
知識の基本的な理解【知識・記憶
、理解レベル 】 20 20 40

思考・推論・創造への適用力【適
用、分析レベル】 20 20 40

汎用的技能【論理的思考力】 0 0 0
態度・志向性（人間力） 0 0 0
総合的な学習経験と創造的思考力 10 10 20



宇部工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 統計学特論
科目基礎情報
科目番号 83006 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 経営情報工学専攻 対象学年 専1
開設期 1st-Q 週時間数 4
教科書/教材 松原望「入門確率過程」東京図書
担当教員 岸川 善紀
到達目標
（１）確率の定義や基本概念を理解でき、主要な確率分布についてその性質やどのような自然現象、経済事象で用いられるか理解できること
（２）金融工学への応用を意識し、ポートフォリオ選択など確率をもちいた応用問題が解けること
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安
（優）

標準的な到達レベルの目安
（良） 最低限のレベルの目安(可) 未到達レベルの目安（不可

）

評価項目1
現実の経済データなどから
関連する確率分布を発見す
ることができる

各種確率分布がどのような
自然現象、経済事象に対応
するものか理解できる

各種確率分布について数式
ならびに特徴を理解し、説
明できる

確率分布についての理解が
十分ではない

評価項目2
ポートフォリオ問題など確
率変数を用いた応用問題を
解くことができる

確率変数、確率過程に関す
る特徴を説明する問題を解
くことができる

確率過程、ランダムウォー
クについてその特性を説明
できる

確率変数、確率過程の理解
が十分ではない

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 本講義では金融工学をはじめとする経済データの予測などでその考え方を用いられる、確率変数について学ぶ。

授業の進め方・方法
講義形式で授業を進める。株価など経済データの予測をはじめとした時系列データの予測・制御には、その統計データ
が表す確率分布についての理解が必要である。本講義では金融工学などの分野で用いられる確率変数の理解を中心とす
る。座学による確率分布の特性の理解ならびに数式を利用した演習が中心となる

注意点
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週 ガイダンス
確率の基本①

本講義の概要を説明する
確率の意味，確率の定義，条件付き確率

2週 確率の基本②
確率分布について①

期待値と分散，標準偏差
離散分布，二項分布

3週 確率分布について②
確率分布について③

連続分布，正規分布
二項分布と正規分布の関係

4週 確率分布について④
モーメント母関数

ポワソン分布，指数分布
中心極限定理の始まり，モーメント母関数

5週 多次元確率変数①
多次元確率変数②

共分散と相関係数，同時確率分布
ポートフォリオ選択への応用

6週 多次元確率変数③
ランダム・ウォーク

２変数正規分布
ランダム・ウォーク，マルチンゲール性

7週 中心極限定理
ブラウン運動

大数の法則、中心極限定理
ブラウン運動とは，ブラウン運動の定義

8週 定期試験
まとめ

試験を行う
本講義のまとめをおこなう

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 70 30 0 0 0 0 100
知識の基本的な
理解 【知識・記
憶、理解レベル
】

50 10 0 0 0 0 60

思考・推論・創
造への 適用力
【適用、分析レ
ベル】

20 20 0 0 0 0 40

0 0 0 0 0 0 0



宇部工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 情報理論
科目基礎情報
科目番号 83007 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 経営情報工学専攻 対象学年 専1
開設期 3rd-Q 週時間数 4
教科書/教材 「わかりやすいディジタル情報理論」 塩野充 著 （オーム社）
担当教員 荒川 正幹
到達目標
（１）ベイズの定理を理解し、確率計算に利用することができる
（２） 情報量とエントロピーの関係が理解できる
（３） 符号化や暗号化の仕組みが理解できる
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安
（優）

標準的な到達レベルの目安
（良）

最低限の到達レベルの目安
(可)

未到達レベルの目安（不可
）

評価項目1
ベイズの定理を理解し、確
率計算に利用することがで
きる

ベイズの定理を理解し、基
礎的な確率計算に利用する
ことができる

ベイズの定理を理解し、基
礎的な確率計算に部分的に
利用することができる

ベイズの定理を理解するこ
とができない

評価項目2 情報量とエントロピーの関
係が理解できる

情報量とエントロピーの関
係の基礎が理解できる

情報量とエントロピーの関
係の基礎が部分的に理解で
きる

情報量とエントロピーの関
係が理解できない

評価項目3 符号化や暗号化の仕組みが
理解できる

基礎的な符号化や暗号化の
仕組みが理解できる

基礎的な符号化や暗号化の
仕組みが部分的に理解でき
る

符号化や暗号化の仕組みが
理解できない

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 この授業で学習するベイズの定理や情報量、エントロピー、符号化、暗号化などの理論は、コンピュータを利用する上

で欠かすことのできない重要な知識です。しっかり身に付けて下さい。

授業の進め方・方法
学修単位科目のため、事前・事後学習としてレポート課題を課す。
コンピュータ科学の基礎となる情報理論について学習し、情報量、情報源、通信路、雑音、符号化、暗号技術について
理解する。

注意点
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期 3rdQ

1週 概要説明
確率論の基礎

情報理論の概要を理解する
確率論の基礎を理解する

2週 エントロピー
シャノンの基本不等式

エントロピーの概念を理解する
シャノンの基本不等式を理解する

3週 相互情報量
エントロピー関数

相互情報量を理解する
エントロピー関数を理解する

4週 遷移確率行列
中間試験 遷移確率行列を理解する

5週 通信路のモデル
通信路のモデル

通信路のモデルを理解する
通信路のモデルを理解する

6週 符号化の基礎
高効率な符号化

符号化の基礎を理解する
高効率な符号化を理解する

7週 誤り検出・訂正
誤り訂正が可能な符号化

誤り検出・訂正を理解する
誤り訂正が可能な符号化を理解する

8週 期末試験
試験返却・解説、まとめ これまでの内容を理解する

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

中間試験 期末試験 合計
総合評価割合 50 50 100
知識の基本的な理解 【知識・記憶
、理解レベル】 50 50 100



宇部工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 環境工学
科目基礎情報
科目番号 83008 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 経営情報工学専攻 対象学年 専1
開設期 1st-Q 週時間数 4
教科書/教材 教科書は使用しない。資料を配付する。
担当教員 樋口 隆哉,杉本 憲司
到達目標
(1)日本国内、地球規模で起こっている環境問題について説明できる。
(2)環境問題について科学的・政治的背景を説明できる。
(3)環境汚染の原因とその改善技術について説明できる。
(4)グループで環境問題を取り上げ、問題点、解決方法についてまとめてプレゼンテーションできる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安
(優)

標準的な到達レベルの目安
(良)

最低限の到達レベルの目安
(可) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
日本国内、地球規模で起こ
っている環境問題について
講義で説明した事例をすべ
て説明できる。

日本国内、地球規模で起こ
っている環境問題について
講義で説明した事例をそれ
ぞれ１つ説明できる。

日本国内、地球規模で起こ
っている環境問題について
講義で説明した事例をどち
らか１つ説明できる。

日本国内、地球規模で起こ
っている環境問題について
講義で説明した事例を全く
説明できない。

評価項目2
講義で取り上げた環境問題
について科学的・政治的背
景をすべて説明できる。

講義で取り上げた環境問題
について科学的・政治的背
景を２つ事例を挙げて説明
できる。

講義で取り上げた環境問題
について科学的・政治的背
景を１つ事例を挙げて説明
できる。

講義で取り上げた環境問題
について科学的・政治的背
景を全く説明できない。

評価項目3
授業で取り上げた環境汚染
の原因とその改善技術につ
いてすべて説明できる。

授業で取り上げた環境汚染
の原因とその改善技術につ
いて２つ説明できる。

授業で取り上げた環境汚染
の原因とその改善技術につ
いて１つ説明できる。

授業で取り上げた環境汚染
の原因とその改善技術につ
いて全く説明できない。

評価項目4
グループで環境問題を取り
上げ、問題点、解決方法に
ついて独自にまとめてプレ
ゼンテーションできる。

グループで環境問題を取り
上げ、問題点、解決方法に
ついてまとめてプレゼンテ
ーションできる。

グループで環境問題を取り
上げ、問題点、解決方法に
ついて助言を受けながらま
とめてプレゼンテーション
できる。

グループで環境問題を取り
上げ、問題点、解決方法に
ついてまとめてプレゼンテ
ーションすることが全くで
きない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
日本国内および地球規模の環境問題を取り上げて、環境問題の科学的側面だけではなく、政治的背景などについても講
義する。また、環境汚染の改善技術についても講義し、さらに環境問題についてグループ討論とプレゼンテーションを
行う。

授業の進め方・方法 資料を配付し、主にスライドを使いながら講義する。毎回授業の最後にレポートを課す。
この科目は学修単位科目のため、事前・事後学習としてレポートを実施します。

注意点 授業内容について、自ら学習を進めてください。
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週 太陽系と地球環境
地球環境問題

太陽系や地球環境の構成要素について理解し、説明で
きるようにする。
地球環境問題、特に地球温暖化と気候変動について理
解し、説明できるようにする。

2週 人間と生物の共生
人口問題と食糧問題

生態系の構成や機能、人間と生物の共生について理解
し、説明できるようにする。
世界の人口問題と食糧問題について理解し、説明でき
るようにする。

3週 大気汚染問題
大気浄化技術

大気汚染の原因物質や影響について理解し、説明でき
るようにする。
大気の浄化技術について理解し、説明できるようにす
る。

4週 水環境問題
上水道と下水道

水の特性や水循環、水環境問題について理解し、説明
できるようにする。
上水道と下水道の役割や仕組みについて理解し、説明
できるようにする。

5週 化学物質のリスク
化学物質の管理

化学物質が人間の健康に与えるリスクについて理解し
、説明できるようにする。
産業活動における化学物質の管理体制について理解し
、説明できるようにする。

6週 循環型社会
環境問題の歴史

廃棄物処理の現状と循環型社会構築への取り組みにつ
いて理解し、説明できるようにする。
環境問題の歴史と解決に向けての取り組みについて理
解し、説明できるようにする。

7週 討論１
討論２

環境問題を取り上げて討論を行い、問題点や解決方法
についてまとめることができるようにする。
環境問題を取り上げて討論を行った内容をプレゼンテ
ーションできるようにする。

8週 定期試験の解答解説 期末試験の解説を通じて、間違ったところを理解でき
るようにする。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標



分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 レポート 合計
総合評価割合 70 15 15 100
知識の基本的な理解【知識
・記憶、理解レベル】 30 0 0 30

思考・推論・創造への適用
力【適用、分析レベル】 20 0 5 25

汎用的技能 10 5 5 20
態度・志向性(人間力) 0 5 0 5
総合的な学習経験と創造的
思考力 10 5 5 20



宇部工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 自然科学特論
科目基礎情報
科目番号 83009 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 経営情報工学専攻 対象学年 専1
開設期 4th-Q 週時間数 4
教科書/教材 本科で使用した物理の教科書等
担当教員 木村 大自
到達目標
１　特殊相対性理論と量子力学の基礎を理解し、説明することができる。
２　超伝導現象や超伝導の原理を理解し、説明することができる。
３　物理の学習を通して、科学的な思考力や探究心、学習態度を高めることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安
（優）

標準的な到達レベルの目安
（良）

最低限の到達レベルの目安
(可)

未到達レベルの目安（不可
）

評価項目1

特殊相対性理論と量子論の
基礎を理解し、適切な具体
例を挙げて説明することが
できる。また、応用的な問
題について計算することが
できる。

特殊相対性理論と量子論の
基礎を理解し、説明するこ
とができる。また、授業で
扱う問題について計算する
ことができる。

特殊相対性理論と量子論の
基礎を理解し、おおまかな
説明をすることができる。
また、簡単な問題について
計算することができる。

特殊相対性理論と量子論の
基礎を理解することができ
ず、簡単な問題を計算する
こともできない。

評価項目2

超伝導現象や超伝導の原理
を理解し、適切な具体例を
挙げて説明することができ
る。また、応用的な問題に
ついて計算することができ
る。

超伝導現象や超伝導の原理
を理解し、説明することが
できる。また、授業で扱う
問題について計算すること
ができる。

超伝導現象や超伝導の原理
を理解し、おおまかな説明
をすることができる。また
、簡単な問題について計算
することができる。

超伝導現象や超伝導の原理
を理解することができず、
簡単な問題を計算すること
もできない。

評価項目３

物理の学習を通して、科学
的な思考力や探究心、学習
態度を高め、他の学生に良
い影響を与えることができ
る。

物理の学習を通して、科学
的な思考力や探究心、学習
態度を高めることができる
。

物理の学習を通して、科学
的な思考力や探究心、学習
態度をやや高めることがで
きる。

物理の学習を通して、科学
的な思考力や探究心、学習
態度を高めることができな
い。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 特殊相対性理論と量子力学の基本的な事柄を学びます。これらは日常生活や本科の物理とは異なる面白い現象もありま

す。少し複雑な計算もでてきますが、本科の数学の知識があれば大丈夫です。
授業の進め方・方法 講義形式です。演習時間は、学生同士の教え合いや学び合いを奨励しています。

注意点
計算や問題は、自分で解いてみてください。原理や法則は、意味を考え納得しながら学習を進めてください。ある程度
理解してから、友達と議論すれば、理解を深めることができると思います。なお、学期内に成績を再評価する場合があ
ります。

授業の属性・履修上の区分
☑  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期 4thQ

9週 ガイダンス、ガリレイ変換とローレンツ変換。時間の
遅れ、ローレンツ収縮。

ガリレイ変換とローレンツ変換について説明できる。
時間の遅れ、ローレンツ収縮について説明できる。

10週 エネルギーと質量の関係、光のドップラー効果。光の
エネルギー。

エネルギーと質量の関係、光のドップラー効果につい
て説明できる。光のエネルギーについて説明できる。

11週 光電効果、コンプトン効果。電子の波動性、不確定性
原理。

光電効果、コンプトン効果について説明できる。電子
の波動性、不確定性原理について説明できる。

12週 中間試験。中間試験の返却と解説。
中間試験の8割以上を解くことが出来る。中間試験の解
説を聞き、間違えたところを正しく解くことができる
。

13週 シュレディンガー方程式。井戸型ポテンシャル（前半
）。

シュレディンガー方程式について説明できる。井戸型
ポテンシャル（前半）について説明できる。

14週 井戸型ポテンシャル（後半）。超伝導現象。 井戸型ポテンシャル（後半）について説明できる。超
伝導現象について説明できる。

15週 BCS理論、永久電流。マイスナー効果。 BCS理論、永久電流について説明できる。マイスナー
効果について説明できる。

16週 定期試験。定期試験の返却と解説。 定期試験の8割以上を解くことができる。定期試験の解
説を聞き、間違えたところを理解できる。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

中間試験 定期試験 課題 合計
総合評価割合 40 40 20 100
知識の基本的な理解 30 30 20 80
思考・推論・創造性 10 10 0 20
態度・志向性(人間力) 0 0 0 0



宇部工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 情報処理
科目基礎情報
科目番号 83010 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 経営情報工学専攻 対象学年 専1
開設期 3rd-Q 週時間数 4
教科書/教材 『「ゼロからはじめるデータサイエンス入門 R・Python一挙両得」辻真吾・矢吹太朗(講談社)』，プリント
担当教員 三谷 芳弘
到達目標
情報処理の一つであるデータサイエンスを扱う．データサイエンスでは，解決すべき問題を明らかにし，必要なデータを作成・収集・検討し
，データ解析の手法を用いて実際にデータを分析し，その分析結果を解釈し，問題解決にあたる．本授業では，データサイエンスにおけるデー
タ解析手法の基本的な考え方を習得する．さらにデータに対して実際にデータ解析手法を用いることができる．
本講義の到達目標は以下の通りである．
（１）データフレーム・類似度(非類似度)・基本統計量・データの可視化について理解できる．
（２）乱数・統計的推測・回帰分析について理解できる．
（３）機械学習 教師あり学習・教師なし学習について理解できる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安
(優)

標準的な到達レベルの目安
(良)

最低限の到達レベルの目安
(可) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 類似度・基本統計量・デー
タの可視化を説明できる．

類似度・基本統計量を説明
できる．

データフレームについて説
明できる．

データフレームの説明がで
きない．

評価項目2 統計的推測・回帰分析を説
明できる． 統計的推測を説明できる． 乱数について説明できる． 乱数の説明ができない．

評価項目3 教師あり学習・教師なし学
習を説明できる．

教師あり学習を説明できる
．

機械学習について説明でき
る．

機械学習の説明ができない
．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 情報処理の一つであるデータサイエンスを理解し，データ解析手法の基本的な考え方を習得する．

授業の進め方・方法 この科目は学修単位科目のため，事前・事後学習として小テスト及びレポートを実施する．本講義は情報処理室におい
て実施する．情報処理室の利用についてはマナーを守ること．教科書及び配布プリントに基づいて授業を進める．

注意点 データサイエンスに関する小テストとしてプログラム課題を課す．また，データサイエンスに関する応用のレポートと
してプログラム課題を課す．提出期限は厳守すること．学期内に成績を再評価する場合がある．

授業の属性・履修上の区分
☑  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期 3rdQ

1週 1回目：データサイエンス(1)，ガイダンス・概要
2回目：データサイエンス(2)

・シラバスから学習の意義，授業の進め方，評価方法
を理解できる．データフレーム，データの読込み・書
込みを理解できる．
・類似度(非類似度)を理解できる

2週 3回目：データサイエンス(3)
4回目：データサイエンス(4)

・基本統計量を理解できる
・データ可視化を理解できる

3週 5回目：データサイエンス(5)
6回目：データサイエンス(6)

・乱数を理解できる
・統計的推測を理解できる

4週 7回目：データサイエンス(7)
8回目：データサイエンス(8)

・回帰分析(1)を理解できる
・回帰分析(2)を理解できる

5週 9回目：データサイエンス(9)
10回目：データサイエンス(10)

・機械学習 教師あり学習(1)を理解できる
・機械学習 教師あり学習(2)を理解できる

6週 11回目：データサイエンス(11)
12回目：データサイエンス(12)

・機械学習 教師なし学習(1)を理解できる
・機械学習 教師なし学習(2)を理解できる

7週 13回目：データサイエンスの応用(1)
14回目：データサイエンスの応用(2)

・与えられた課題に取り組み，レポートとしてまとめ
ることができる．
・与えられた課題に取り組み，レポートとしてまとめ
ることができる．

8週 15回目：定期試験
16回目：試験返却

・
・試験問題の解説を通じて間違った箇所を理解できる
．また，これまでの学習事項のまとめを行う．

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

期末試験 レポート 小テスト 合計
総合評価割合 40 40 20 100
知識の基本的な理解 20 10 10 40
思考・推論・創造への適用
力【適用、分析レベル】 10 10 5 25

汎用的技能【論理的思考力
】 10 10 5 25

態度・志向性（人間力） 0 0 0 0
総合的な学習経験と創造的
思考力 0 10 0 10



宇部工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 会計学特論
科目基礎情報
科目番号 83011 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 経営情報工学専攻 対象学年 専1
開設期 3rd-Q 週時間数 4
教科書/教材 なし
担当教員 田川 晋也
到達目標
1.会計基準の国際的収斂化について説明できる。
2.IFRSの導入過程について説明できる。
3.会計データに統計的処理を施すことができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安
(優)

標準的な到達レベルの目安
(良)

最低限の到達レベルの目安
(可) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 会計基準の国際的収斂化に
ついて説明できる。

会計基準の国際的収斂化に
ついて概ね説明できる。

会計基準の国際的収斂化に
ついて大抵説明できる。

会計基準の国際的収斂化に
ついてほぼ説明できない。

評価項目2 IFRSの導入過程について説
明できる。

IFRSの導入過程について概
ね説明できる。

IFRSの導入過程についてほ
ぼ説明できない。

IFRSの導入過程についてほ
ぼ説明できない。

評価項目3 会計データに統計的処理を
施すことができる。

会計データに統計的処理を
概ね施すことができる。

会計データに統計的処理を
大抵施すことができる。

会計データに統計的処理を
施すことがほぼできない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
会計学特論では、会計基準の国際的収斂化について検討をする。
※実務との関係
この科目は企業で販売管理システムの設計・開発などに携わっていた教員が、その経験を生かし、会計処理を含む財務
会計システムの理論と特徴などについて講義形式で授業を行うものである。

授業の進め方・方法
専門科目に入ると、初めて聞く内容が増えてきて理解するのも大変になります。この講座では、教科書に出てくる難解
な内容をできるだけかみくだいて説明したり、身の回りの具体的なものに例えて説明することを心がけて授業を行う予
定です。進む進度もすこしゆっくりめに設定しています。

注意点
講義は、輪読、プレゼンテーション方式で実施する。発表する学生は、毎回、パワーポイントを作成すること。学生は
、毎回、授業に出席する際は、その回で学習する分野の事前学習をしておくこと。自分の発表担当以外の個所もしっか
りテキストを読み準備をしておくこと。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期 3rdQ

1週

１．コンバージェンスをめぐる国際
的な動向
　歴史的展開
　コンバージェンスをめぐる現状と課題
　IASBの活動
コンバージェンスをめぐる基本思想①

会計の国際的なコンバージェンスの動きについて説明
できる。
国際財務報告基準の基本的枠組みが説明できる。

2週 コンバージェンスをめぐる基本思想②
コンバージェンスをめぐる基本思想③

概念フレームワーク、財務報告の主体と範囲について
説明できる。
認識と測定について説明できる。

3週 コンバージェンスをめぐる基本思想④
金融商品会計

まとめ
金融商品会計のしくにについて議論できる。

4週 年金の会計
実現概念の変容について①

年金の会計のしくにについて議論できる。
伝統的な実演概念について説明できる。

5週 実現概念の変容について②
IFRSに基づく財務諸表の作成①

実現概念の拡張について説明できる。
安全性、収益性について説明する。

6週 IFRSに基づく財務諸表の作成②
ホリスティック観①

効率性、成長性について説明する。
ホリティック観の意義について説明できる。

7週 ホリスティック観②
ホリスティック観③

ホリスティック観と他の会計官の相違について説明で
きる。
ホリスティック観を用いて日本の会計環境を分析でき
る。

8週 授業改善アンケートの実施
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

報告 レポート 合計
総合評価割合 55 45 100
知識の基本的な理解 10 10 20
思考・推論・創造への適用力 20 20 40
汎用的技能 15 15 30
態度・志向性（人間性） 10 0 10



宇部工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 経営工学特論
科目基礎情報
科目番号 83012 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 経営情報工学専攻 対象学年 専1
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 授業でつかうプレゼン資料
担当教員 挾間 雅義
到達目標
・経営管理、販売管理についてやや難しい知識を理解し、応用できる。
・ビジネスプランについては自主的かつ発展的にチームをリードしながら構築できる。
・経営工学手法を理解し、モデルを作成することができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安
（優）

標準的な到達レベルの目安
（良）

最低限の到達レベルの目安
（可）

未到達レベルの目安（不可
）

経営系知識の習得
経営管理・販売管理につい
て，やや難しい知識を有す
ることができ，発展的に応
用できる

経営管理・販売管理につい
て，正しく理解でき，応用
できる

経営管理・販売管理につい
て，ある程度の知識を有し
，すこし応用できる

経営管理・販売管理につい
て少しの知識しか有さず
，応用もできない

ビジネスプランの構築
ビジネスプランを自主的か
つ発展的にチームをリード
しながら構築できる

ビジネスプランを自主的に
構築できる

ビジネスプランを定められ
た書式の範囲内で構築でき
る

ビジネスプランを構築でき
ない

スケジューリング、コスト
、人月計算

経営工学手法を用いてやや
複雑なモデルを作成するこ
とができる。

経営工学手法を理解しモデ
ルを作成することができる

経営工学手法の基本部分を
理解できる

経営工学手法を理解できな
い

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
応用的な内容を扱うため、少し難しいと思うかもしれないが、わからない部分はまず、自分たちで調べ、次に教員に質
問することで解決させておく必要がある。半期の中で講義とグループワーク形式により、他高専間の学生と交流し，コ
ミュニケーションを取りながら，いろいろな視点で経営管理工学の内容を理解する。

授業の進め方・方法
・資料を配布
・スマートボードで授業をおこなう。
・グループで課題に取り組む

注意点 他高専生との交流形式で授業をおこないますので、楽しみながら取り組んでください。本科の経営工学、マーケティン
グ論、生産管理論の理解をしておくこと。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 連携教育に関するガイダンスと遠隔チーム編成
・授業の進め方について理解できる。　　　
・遠隔チーム編成が構築できる。　　　　　　　　　
　　　　　

2週 企業経営の基礎概念の復習
・企業経営の基礎を理解し，起業・創業の基礎を理解
できる
・ビジネスプラン作成方法を理解できる。
・市場調査，プロモーションミックス，AIDMAを理解
できる。

3週 販売管理ワークショップ（ＷＳ） ・広告に関するワークショップ（WS）を通じて，遠隔
グループワークを実践できる。

4週 ビジネスプラン作成ＷＳ① ・テーマを理解し，市場調査方法，原価計算手法，利
益計画立案方法を理解することができる。

5週 ビジネスプラン作成ＷＳ②
・仮想商品の市場調査を実施できる。
・原価を想定し，利益計画を立てることができる。
・チームで役割分担し，チームワークができる。

6週 ビジネスプラン作成ＷＳ③
・ビジネスプランを発表することができる。
・ビジネスプランをレポートにまとめることができる
。

7週 中間発表会 ・グループ内で担当を割り当てて制限時間内に発表で
きる。

8週 スケジューリング手法ＷＳ①
（経営工学手法とは、アローダイヤグラム）

・経営工学手法にはどのようなものがあるのかを把握
できる
・先行作業に基づいてアローダイヤグラムの作成が出
来る

4thQ

9週 スケジューリング手法ＷＳ②
（日程計画法の指標） ・日程計画法に必要な時間を求めることができる。

10週 スケジューリング手法ＷＳ③
（プロジェクトマネジメント　人月計算） ・各作業に必要な工数や要員を求めることができる。

11週 スケジューリングWS①
（ガントチャート、グループワークの取り組み）

・他高専と連携して、実用可能なスケジュールテーマ
を設定し、その内容について議論することができる

12週 スケジューリングWS②
（グループワークの取り組み②、筆記試験について）

・他高専と連携して、実用可能なスケジュールテーマ
を設定し、その内容について議論することができる

13週 期末発表会
（グループが少ない場合は筆記試験対策）

・グループで担当を決め、制限時間内で説明できる。
・（筆記試験で出題される内容の知識を理解し、応用
することができる）



14週 期末発表会 ・グループで担当を決め、制限時間内で説明できる。
15週 定期試験
16週 試験返却

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

口頭発表 筆記試験 レポート 合計
総合評価割合 40 40 20 100
知識の基本的な理解 30 10 0 40
思考・推論・創造への適用
力 10 30 5 45

汎用的技能 0 0 5 5
態度・志向性（人間力） 0 0 5 5
総合的な学習経験と創造的
思考力 0 0 5 5



宇部工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 専門英語
科目基礎情報
科目番号 83013 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 経営情報工学専攻 対象学年 専1
開設期 3rd-Q 週時間数 4
教科書/教材 David Vogel(2005), The Market for Virtue, Washington, D.C.
担当教員 根岸 可奈子,伊藤 勉
到達目標
・専門的な文献を英語で読み、要約することができる。
・専門的な用語の英語表現を正確に訳すことができる。
・専門的な文献を英語で読み、内容について議論できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安
（優）

標準的な到達レベルの目安
（良） 未到達レベルの目安（可） 未到達レベルの目安（不可

）

評価項目1 辞書を用いず、内容を説明
できる。

辞書を使用し、内容を要約
して説明することができる
。

文献の内容を理解できる。 文献の内容を全く理解でき
ない。

評価項目2
辞書を用いず、専門的な用
語の英語表現を正確に日本
語の専門用語に訳すことが
できる。

辞書を用いて専門的な用語
の英語表現を正確に日本語
の専門用語に訳すことがで
きる

辞書を用いて専門的な用語
の英語表現を日本語の専門
用語に訳すことができる。

辞書を用いても専門的な用
語の英語表現を日本語の専
門用語に訳すことができな
い。

評価項目3 文献内容に関連する事例や
理論を用い議論できる。

文献内容に関連する事例や
理論を調べて引用できる。

文献内容に関連する事例や
理論が何か理解できる。

文献内容に関連する事例や
理論が何か理解できない。

評価項目4

専門的な文献を英語で読み
、日本語として適切に訳す
ことができると同時に内容
についての独自の見解を述
べることが出来る。

専門的な文献を英語で読み
、日本語として適切に訳す
ことができる。

基本的な文献を読むことが
できる。

基本的な文献を読むことが
ない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 本講義においては、ビジネスモデルおよびその背景について英語で理解する。また、それが現在の実態と比較しどのよ

うに変化しているのか、他国とどのような点が異なっているのかについて議論する。

授業の進め方・方法 本科において最低限度の英文法、単語力が身についていることを前提に実施する。輪読形式で行うため、積極的な参加
を求める。実施にあたり、単に翻訳するのではなく、何を言おうとしている文章なのかに留意してもらいたく思う。

注意点 少人数で実施される科目です。輪読では、積極的に意見や質問を出して議論してください。
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期 3rdQ

1週 1.講義内容紹介
2.The revival of Corporate Social Responsibility

1.シラバスを通じて学習の意義や授業の進め方、評価
方法などを説明できる。
2.企業のCSRに関わる取り組みを正しく翻訳しその内
容を説明できる。

2週 3.Behind the Resurgence of CSR
4.CSR for the Environment

3.CSRの歴史的背景を説明できる。
4.Shell社の直面した課題と取り組みを正しく翻訳しそ
の内容を説明できる。

3週 5.Greening Forestry
6.Action on Global Climate Change

5.森林のグリーン化について正しく翻訳しその内容を
説明できる。
6.Ford, British Petroleumの直面した課題と取り組み
を正しく翻訳しその内容を説明できる.

4週 7.試験
8.試験返却と解説

7.これまで学んできたことの理解度を確認する。
8学習の成果を確認し間違っているところがあれば、解
説を聞き、修正することができる。

5週
9.Operations Management:LiNEAR Programming
10.Operations Management:Independent Demand
Inventory Systems

9.本科で習得した線形計画法について英語で読み、要
点を理解できる
10.本科で習得した在庫管理について英語で読み、要点
を理解できる

6週 11.The　Paper　of Management Science①
12.The　Paper　of Management Science②

11.経営工学に関する論文を読み、要約して基本的な内
容を理解できる
12.同上

7週 13.The Paper of Supply Chain Management①
14.The Paper of Supply Chain Management②

13.サプライチェーンに関する論文を読み、要約し、基
本的な内容を理解できる。
14.サプライチェーンに関する論文を読み、要約して基
本的な内容を理解できる。

8週 15.定期試験
16.試験返却

15.16学習の成果を確認し間違っているところがあれ
ば、解説を聞き、修正することができる。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 レポート 合計
総合評価割合 70 30 100



基礎的能力 0 30 30
専門的能力 50 0 50
分野横断的能力 20 0 20



宇部工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 電気通信工学
科目基礎情報
科目番号 83014 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 経営情報工学専攻 対象学年 専1
開設期 4th-Q 週時間数 4
教科書/教材
担当教員 春山 和男
到達目標
電気の基本となる現象(電磁気・静電気を含む)と、この量的取り扱い方、および電気的ないろいろな量の相互関係、アナログやディジタル変調
の基礎を理解する。さらに、センサの原理や電子機器におけるセンサの活用方法について基礎的な概念を学習する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安
（優）

標準的な到達レベルの目安
（良）

最低限の到達レベルの目安
（可）

未到達レベルの目安（不可
）

直流回路における電圧、電
流、抵抗の基本

直流回路における電圧、電
流、抵抗の量的取り扱い方
、および電気的ないろいろ
な量の相互関係を詳細に理
解できる。

直流回路における電圧、電
流、抵抗の量的取り扱い方
、および電気的ないろいろ
な量の相互関係を理解でき
る。

直流回路における電圧、電
流、抵抗の基本を理解でき
る。

直流回路における電圧、電
流、抵抗の基本を理解でき
ない。

直流電流における発熱作用
や化学作用

直流電流における発熱作用
や化学作用を詳しく理解で
きる。

直流電流における発熱作用
や化学作用を理解できる。

直流電流における発熱作用
や化学作用の概念を理解で
きる。

直流電流における発熱作用
や化学作用を理解できない
。

センサの構造と原理
センサの構造と原理、活用
方法を詳細に理解すること
ができる。

センサの構造と原理を理解
することができる。

センサの構造と原理を理解
することができる。

センサの構造と原理を理解
することができない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

電気の基本となる現象(電磁気・静電気を含む)と、この量的取り扱い方、および電気的ないろいろな量の相互関係、アナ
ログやディジタル変調の基礎を理解する。さらに、センサの原理や電子機器におけるセンサの活用方法について基礎的
な概念を学習する。
※実務との関係
この科目は企業で通信回路の設計を担当していた教員が、その経験を生かし、電気回路やセンサの仕組みや動作方法に
ついて授業を行うものである。

授業の進め方・方法 市販の教科書は使用せず、教員が用意したテキストを使用する。
注意点
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期 4thQ

9週
1週 ガイダンス・直流回路の電圧・電流・抵抗
 2週 電荷・電流・電圧・抵抗・電力・電力量とこれら
の単位

1週
・講義の位置付けを理解し説明できる。
・直流回路の電圧・電流・抵抗を理解し説明できる。
2週
・電荷・電流・電圧・抵抗・電力・電力量とこれらの
単位を説明できる。

10週 3週 オームの法則、抵抗の直列接続
 4週 抵抗の並列接続および直並列接続

3週
・オームの法則、抵抗の直列接続を理解し説明できる
。
4週
・情報源の種類について説明できる。

11週  5週 キルヒホッフの法則・重ねあわせの理
 6週 無線送受信装置の概要

 5週
・キルヒホッフの法則・重ねあわせの理を理解し説明
できる。
 6週
・無線送受信装置の概要を理解し説明できる。

12週 7週 アナログ信号の変調（振幅変調、周波数変調）
 8週 中間試験

7週
・アナログ信号の変調（振幅変調、周波数変調）を理
解し説明できる。
 8週
・これまでの範囲で中間試験を行う。

13週
9週 ディジタル信号の変調・復調(PCM)・ナイキスト
間隔
10週 ディジタル信号の変調
(ASK(OOK),FSK,PSK,QAM)

9週
・ディジタル信号の変調・復調(PCM)・ナイキスト間
隔を理解し説明できる。
10週
・ディジタル信号の変調を理解し説明できる。

14週 11週 センサとは 電子機器におけるセンサの役割
12週 信号変換の仕組み

11週
・センサとは 電子機器におけるセンサの役割を理解し
説明できる。
12週
・信号変換の仕組みを理解し説明できる。

15週
13週 測定対象とセンサの出力信号 計測技術と信号変
換
14週 センサ分類 変換原理による分類

13週
・測定対象とセンサの出力信号 計測技術と信号変換を
理解し説明できる。
14週
・センサ分類 変換原理による分類を理解し説明できる
。



16週 15週 期末試験 15週
・期末試験を行う。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 小テスト レポート 合計
総合評価割合 60 0 0 0 0 40 100
基礎的能力 20 0 0 0 0 20 40
専門的能力 20 0 0 0 0 20 40
分野横断的能力 20 0 0 0 0 0 20



宇部工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 経営情報工学特論Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 83015 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 経営情報工学専攻 対象学年 専1
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 なし
担当教員 松野 成悟
到達目標
（1）企業経営に関する事例の分析に必要な諸理論や方法論が説明できる。
（2）企業経営に関する事例を適切に分析考察し，その含意を議論できる。
（3）企業経営上の課題を抽出・理解し，解決策を提示することができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安
(優)

標準的な到達レベルの目安
(良)

最低限の到達レベルの目安
(可) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
企業経営に関する事例の分
析に必要な諸理論や方法論
が説明できる。8割以上

企業経営に関する事例の分
析に必要な諸理論や方法論
が説明できる。7割以上

企業経営に関する事例の分
析に必要な諸理論や方法論
が説明できる。6割以上

企業経営に関する事例の分
析に必要な諸理論や方法論
が説明できない。6割未満

評価項目2
企業経営に関する事例を適
切に分析考察し，その含意
を議論できる。8割以上

企業経営に関する事例を適
切に分析考察し，その含意
を議論できる。7割以上

企業経営に関する事例を適
切に分析考察し，その含意
を議論できる。6割以上

企業経営に関する事例を適
切に分析考察し，その含意
を議論できない。6割未満

評価項目3
企業経営上の課題を抽出・
理解し，解決策を提示する
ことができる。8割以上

企業経営上の課題を抽出・
理解し，解決策を提示する
ことができる。7割以上

企業経営上の課題を抽出・
理解し，解決策を提示する
ことができる。6割以上

企業経営上の課題を抽出・
理解し，解決策を提示する
ことができない。6割未満

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

本講義では、適切な分析にもとづいて事例の概要を理解し、議論を通じて、企業経営上の課題の解決策を提示すること
ができることをめざす。そのため、これまでに習得した経営学や会計学等の基礎理論や方法論の確認も行う。
※実務との関係
この科目は企業で情報システムの管理や組織再編などに携わっていた教員が、その経験を生かし、企業組織や経営戦略
などについて講義と演習形式で授業を行うものである。

授業の進め方・方法
教科書は用いず、配付資料にもとづいて授業を進める。
用いる事例には、主に中小企業診断士試験で過去に出題されたものを適宜取り上げる予定である。
この科目は学修単位科目のため、事前・事後学習としてレポート課題（オンラインによるものを含む）を課す。

注意点
レポートの提出期限を守ること。
レポート剽窃行為（インターネットや友人などからの盗用やコピペなど）は、その当事者全員のレポート評価全体を0点
とする。
学期内に成績を再評価する場合がある。

授業の属性・履修上の区分
☑  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 ガイダンス シラバスを通じて、学習の意義や授業の進め方、評価
方法などを理解できる。

2週 組織構造の規定要因に関する事例研究
適切な分析にもとづいて事例の概要を理解し、議論を
通じて、企業経営上の課題の解決策を提示することが
できる。

3週 SWOT分析と戦略マネジメントに関する事例研究
適切な分析にもとづいて事例の概要を理解し、議論を
通じて、企業経営上の課題の解決策を提示することが
できる。

4週 多角化戦略に関する事例研究
適切な分析にもとづいて事例の概要を理解し、議論を
通じて、企業経営上の課題の解決策を提示することが
できる。

5週 差別化戦略に関する事例研究
適切な分析にもとづいて事例の概要を理解し、議論を
通じて、企業経営上の課題の解決策を提示することが
できる。

6週 リテールマーケティングに関する事例研究
適切な分析にもとづいて事例の概要を理解し、議論を
通じて、企業経営上の課題の解決策を提示することが
できる。

7週 損益分岐点分析の基礎（本科の復習）と応用
損益分岐点分析の概要が理解できる。
限界利益と貢献利益の異同が理解できる。
安全余裕率（経営安全率）が理解できる。

8週 財務分析の基礎（本科の復習）と応用
財務分析の概要が理解できる。
収益性、効率性、安全性の各指標が理解でき、計算す
ることができる。

4thQ

9週 財務・会計分析に関する事例研究①
適切な分析にもとづいて事例の概要を理解し、議論を
通じて、企業経営上の課題の解決策を提示することが
できる。

10週 財務・会計分析に関する事例研究②
適切な分析にもとづいて事例の概要を理解し、議論を
通じて、企業経営上の課題の解決策を提示することが
できる。

11週 財務・会計分析に関する事例研究③
適切な分析にもとづいて事例の概要を理解し、議論を
通じて、企業経営上の課題の解決策を提示することが
できる。



12週 財務・会計分析に関する事例研究④
適切な分析にもとづいて事例の概要を理解し、議論を
通じて、企業経営上の課題の解決策を提示することが
できる。

13週 財務・会計分析に関する事例研究⑤
適切な分析にもとづいて事例の概要を理解し，議論を
通じて，企業経営上の課題の解決策を提示することが
できる。

14週 総合演習
総合演習の課題を理解し、適切な分析にもとづいて各
設問に解答し、企業経営上の課題の解決策を提示する
ことができる。

15週 定期試験は実施しない

16週
総合演習課題の解説
全体の学習事項のまとめ
授業改善アンケートの実施

総合演習課題の解説を通じて、間違った箇所を理解で
きる。
全体の学習事項のまとめが理解できる。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表・レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ 合計
総合評価割合 0 100 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 100 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



宇部工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 経営情報工学特論Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 83016 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 経営情報工学専攻 対象学年 専1
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 なし
担当教員 岸川 善紀
到達目標
①他専門分野の研究や最近の話題を理解し、説明できる。
②経営、情報、数理のいずれかの専門分野を柱としつつ、他分野の知識と技術を取り入れ、新しい「もの」を設計できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安
（優）

標準的な到達レベルの目安
（良）

最低限の到達レベルの目安
(可)

未到達レベルの目安（不可
）

評価項目1
他専門分野の研究や最近の
話題を理解し、説明できる
。

他専門分野の研究や最近の
話題を理解し、３／４程度
説明できる。

他専門分野の研究や最近の
話題を理解し、３／５程度
説明できる。

他専門分野の研究や最近の
話題を説明できない。

評価項目2

経営、情報、数理のいずれ
かの専門分野を柱としつつ
、他分野の知識と技術を取
り入れ、新しい「もの」を
設計し、評価できる。

経営、情報、数理のいずれ
かの専門分野を柱としつつ
、他分野の知識と技術を取
り入れ、新しい「もの」を
設計し、考察できる。

経営、情報、数理のいずれ
かの専門分野を柱としつつ
、他分野の知識と技術を取
り入れ、新しい「もの」を
設計できる。

経営、情報、数理のいずれ
かの専門分野を柱としつつ
、他分野の知識と技術を取
り入れ、新しい「もの」を
設計できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
実践的・創造的能力を持つ経営のエンジニアには，専門分野のみでなく，他専門分野の知識や思考法をも踏まえた学際
的視野を持つことが要求される．本講義の前半では，そのような経営のエンジニアを育てることを目標として，他専門
分野より講師を招き，研究や最近の話題について講義を行う．後半では経営・情報・数理を組み合わせた課題への取り
組みを通して，技術者に求められる "もの"を立案する能力を養うことを目的とする．

授業の進め方・方法
第１～６週は、経営情報工学とは異なる他専門分野について理解するため、生産システム工学専攻・物質工学専攻の工
学特論Ⅱを受講する。
第７～１４週は経営情報工学の枠組みの中で，経営・情報・数理の知識や技術を組み合わせた "もの" づくりに取組む。

注意点
授業の属性・履修上の区分
☑  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週
ガイダンス
第１～６週は、経営情報工学とは異なる他専門分野に
ついて理解するため、生産システム工学専攻・物質工
学専攻の工学特論Ⅱを受講し、理解して説明できる。

経営情報工学特論Ⅱにおける講義および実習の進め方
を理解し、実行できる。

2週
3週
4週
5週
6週

7週

第７～１４週は経営情報工学の枠組みの中で，経営・
情報・数理の知識や技術を組み合わせた "もの" づくり
に取組む．経営・情報・数理のうち２分野以上にわた
る複合分野の現実問題に対して，他分野を専門とする
２人以上の教員がチームを組み，それぞれの専門分野
の知識や手法を用いた課題を設定する．学生は教員チ
ームから提示された課題の中から自分の専門分野と関
連する課題を選択し，これまでに修得した知識・技術
を駆使し，かつ創造性を発揮して，"もの" を立案し
，解としての "もの" を実現する．
田川・挾間・根岸 ： 都道府県別にみた開発途上国相
互依存度に関する調査および分析
岸川・松野： 経済・経営事象に関する数理統計モデル
の構築とその応用
荒川・山根： データ分析にもとづく簿記学習者の傾向
の把握

8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週 定期試験は実施しない

16週 全体の学習事項のまとめ
授業改善アンケートの実施 全体の学習事項のまとめが理解できる。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標



分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ レポート 合計
総合評価割合 0 0 0 0 0 100 100
知識の基本的な
理解 0 0 0 0 0 100 100

思考・推論・創
造への適用力 0 0 0 0 0 0 0

汎用的技能 0 0 0 0 0 0 0
態度・志向性(人
間力) 0 0 0 0 0 0 0

総合的な学習経
験と創造的思考
力

0 0 0 0 0 0 0



宇部工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 社会システム工学実験Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 83017 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 経営情報工学専攻 対象学年 専1
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 適宜資料を配布する
担当教員 岸川 善紀,挾間 雅義
到達目標
（１）各種多変量解析手法について、実際のデータを用いて解析を行い結果を出すことができる
（２）自ら設定した社会、経済事象について多変量解析手法を用いたレポートを作成することができる
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安
（優）

標準的な到達レベルの目安
（良）

最低限の到達レベルの目安
（可）

未到達レベルの目安（不可
）

評価項目1
多変量解析手法を用いた演
習課題のレポートを適切に
作成できる

多変量解析手法を行った演
習課題について正しく解釈
できる

各種多変量解析手法につい
て、与えられた演習課題か
ら分析結果を出すことがで
きる

多変量解析手法を用いた演
習課題で分析結果を出すこ
とができない

評価項目2
設定した課題について優れ
たレポートを作成すること
ができる

設定した課題について、適
切な統計データを収集し、
分析結果を出すことができ
る

社会、経済事象に関する問
題で、多変量解析手法が適
用可能な問題を設定できる

社会経済事象に関する問題
で、多変量解析手法を適用
可能な問題を設定できない

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
多変量解析手法について統計解析ソフトなどを活用して、社会・経済現象に関する解析を行い、その結果をレポートに
まとめる演習を行います。（岸川担当）
エクセルを用いてビジネス統計や業務効率化するVBAの使用方法に関する演習をおこなう。（挾間担当）

授業の進め方・方法 本科目では、各種多変量解析手法についての復習を座学で行った後、コンピュータを用いた演習を行う。

注意点

本科で学習した統計学ならびに多変量解析の手法について、大量のデータを用いコンピュータ上で演習を行います。情
報系の科目で学んだ知識も十分活用してください。また、社会科学系の科目で学んだ知識を基にしてデータから社会の
実像を見る目を学習してください。
＊＊＊＊＊＊
到達目標①：レポートならびに発表で評価する(70%)
到達目標②：レポートならびに発表で評価する(30%)

授業の属性・履修上の区分
☑  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週 イントロダクション
回帰分析①

データ解析の概要；統計学の復習；統計解析ソフトの
使い方を理解できる
回帰分析の進め方と一般線形モデルについて簡単なレ
ポートを作成できる

2週 回帰分析②
主成分分析

・回帰分析における寄与率の評価，混同効果の補正
；株価の相関の分析を行うことができる。重回帰分析
を用いて企業の株価と経済指標との相関を調べること
ができる
・主成分分析の概要を復習し簡単なレポートを作成す
る；財務データの収集ができる。主成分分析を用いて
財務データより，財務状況を分析することができる

3週 クラスタリング
決定木

・k-means 法とウォード法の理論，デンドログラムを
説明し，簡単な例題を用いて手法を理解できる。同一
業界の複数の企業の収益率に対してクラスタ分析を行
い，企業のグルーピングを行うことができる
・後ろ向き機能(backward induction)による決定木の
最適経路選択，判別ルールの抽出ができる

4週 ニューラルネットワーク
時系列解析

・階層型ニューラルネットワークの理論と実装の理解
ができる
・確率過程，ＡＲモデルとＡＲＭＡモデル，情報量基
準AICなど時系列解析の基礎を理解できる。金融資産
におけるボラティリティ予測として個別資産のリター
ン予測に関するレポートを作成できる

5週
ITパスポート、基本情報技術者で求められるエクセル
①
ITパスポート、基本情報技術者で求められるエクセル
②

・情報系の国家資格で求められるエクセルを演習を通
じて理解できる。

6週
エクセルビジネス統計分析①　
エクセルビジネス統計分析②　多変量解析（重回帰、
コンジョイント分析、主成分分析）

エクセルで1変数のデータ構造を理解し、操作して求め
ることができる
エクセルで相関を求め、単回帰分析をおこなうことが
できる。
エクセルで重回帰分析をおこない、求めることができ
る
エクセルでコンジョイント分析や主成分分析を求める
ことができエクセル



7週

エクセルビジネス統計分析③　売上データ分析
エクセルビジネス統計分析④　マーケティング

エクセルビジネス統計分析⑥　これまでの演習問題、
レポート作成

エクセルを用いてアンケートの設定や潜在ニーズを分
析し顧客満足度を上げる方法を考えることができる

8週 まとめ まとめをおこなう

2ndQ

9週
エクセルビジネス統計分析①
データとは、1変数のデータ構造
相関と単回帰分析

エクセルで1変数のデータ構造を理解し、操作して求め
ることができる
エクセルで相関を求め、単回帰分析をおこなうことが
できる。

10週
エクセルビジネス統計分析②
多変量解析（重回帰、コンジョイント分析、主成分分
析）

エクセルで重回帰分析をおこない、求めることができ
る
エクセルでコンジョイント分析や主成分分析を求める
ことができる

11週 エクセルビジネス統計分析③
売上データ分析

エクセルを用いて事例で売上データ分析をすることが
できる

12週 エクセルビジネス統計分析④
マーケティング

エクセルを用いてアンケートの設定や潜在ニーズを分
析し顧客満足度を上げる方法を考えることができる

13週 エクセルビジネス統計分析⑤
業務自動化

エクセルVBAを用いて業務の効率を上げる方法を理解
し、操作することができる

14週 エクセルビジネス統計分析⑥
これまでの演習問題、レポート作成

エクセルを用いてできることを演習を通じて把握する
ことができる

15週 まとめ まとめをおこなう
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

レポート 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 70 30 0 0 0 0 100
知識の基本的な
理解 【知識・記
憶、理解レベル
】

20 5 0 0 0 0 25

思考・推論・創
造への 適用力【
適用、分析レベ
ル】

20 5 0 0 0 0 25

汎用的技能 15 10 0 0 0 0 25
総合的な学習経
験と 創造的思考
力

15 10 0 0 0 0 25



宇部工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 社会システム工学実験Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 83018 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 経営情報工学専攻 対象学年 専1
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 なし
担当教員 松野 成悟,田川 晋也,中村 英人
到達目標
（1）均衡産出高モデルを用いた経済波及効果分析について、説明できる。
（2）ノンパラメトリック法や共分散構造分析について理解できる。
（3）企業価値評価モデルを用いて、企業価値と株式価値を計算できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安
(優)

標準的な到達レベルの目安
(良)

最低限の到達レベルの目安
(可) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
産業連関分析を用いて社会
事象を分析し、その結果に
ついて、考察及び説明がで
きる。

産業連関分析を用いて、社
会事象を分析できる。

産業連関表の構造や産業連
関分析について、説明でき
る。

産業連関表の構造や産業連
関分析の用語について、説
明できない。

評価項目2
ノンパラメトリック法や共
分散構造分析を用いて分析
し、その結果が考察できる
。

ノンパラメトリック法や共
分散構造分析を用いること
ができる。

ノンパラメトリック法や共
分散構造分析について理解
できる。

ノンパラメトリック法や共
分散構造分析について理解
できない。

評価項目3
適切な企業価値評価モデル
を用いて、企業価値と株式
価値を計算でき、その意味
と運用を説明できる。

企業価値評価モデルを用い
て、企業価値と株式価値を
計算でき、その意味と運用
を概ね説明できる。

企業価値評価モデルを用い
て、企業価値と株式価値を
計算できる。

企業価値評価モデルを用い
て、企業価値と株式価値を
計算できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

経営の4大資源として人・モノ・金・情報が存在する。人・モノのつながりや意思決定、統計解析、コンピュータシミュ
レーションなどの基本を学習し、問題解決能力の向上を目指す。
※実務との関係
・この科目は、地方公共団体において地域経済分析及びSNA統計を担当していた教員がその経験を生かして、産業連関
分析について演習形式で授業を行うものである。（中村）
・この科目は企業の情報システム部門でデータの加工や分析などに携わっていた教員が、その経験を生かし、多変量解
析手法などについて演習形式で授業を行うものである。（松野）

授業の進め方・方法 教科書は使用せず、適宜資料を配付する。
また、適宜参考文献を紹介する。

注意点 学期内に成績を再評価する場合がある。
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 産業連関表の基礎
・産業連関表の歴史、国内における作表状況を、説明
できる。
・統計表の構造を、説明できる。（生産額、中間投入
、粗付加価値額、中間需要、最終需要）

2週 産業連関分析の基礎 ・産業連関表を用いて、国や地域の産業構造を説明で
きる。

3週 経済波及効果分析およびモデルの設計
・レオンチェフ逆行列を用いた経済波及効果分析を、
説明できる。
・観光およびイベント実施の分析モデルの概要を、説
明できる。

4週 経済波及効果分析およびモデルの設計 ・分析モデルを設計し、産業連関分析ツールを用いて
経済波及効果を分析できる。

5週 プレゼンテーション ・実験方法や実験結果とその考察を発表し、他者を説
得できる。

6週 パラメトリック手法とノンパラメトリック手法
・パラメトリック手法とノンパラメトリック手法の違
いが理解できる。
・ノンパラメトリック検定の種類が理解できる。

7週 ノンパラメトリック検定
・3群以上のノンパラメトリック検定法が理解できる。
・多重比較検定（ポストホックテスト）が理解できる
。

8週 パス解析
・パス解析の概要が理解できる。
・観測変数の構造方程式モデリングができる。
・モデルの適合度指標を理解することができる。

4thQ

9週 共分散構造分析
・古典的な因子分析の概要を理解できる。
・潜在変数の構造方程式モデリングができる。
・モデルの検定ができる。

10週 共分散構造分析およびプレゼンテーション
・適切な指標を用いて、モデル間比較ができる。
・実験方法や実験結果とその考察を発表し、他者を説
得できる。

11週 財務諸表から読む企業活動 ・財務諸表の構造と主要な財務諸表を説明できる。
・財務ファンダメンタル分析ができる。



12週 株主資本コストの推定
・ポートフォリオ理論を説明できる。
・資本コストの概念を説明できる。
・加重平均資本コスト率を算出できる。

13週 企業価値評価モデル ・企業価値と株式価値の意味を説明できる。
・企業価値評価のモデルを説明できる。

14週 企業価値評価 ・価値評価モデルを運用し、企業価値と株式価値の計
算ができる。

15週 定期試験は実施しない

16週
プレゼンテーション
全体の学習事項のまとめ
授業改善アンケートの実施

・実験方法や実験結果とその考察を発表し、他者を説
得できる。
・全体の学習事項のまとめが理解できる。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ レポート 合計
総合評価割合 0 0 0 0 0 100 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 100 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



宇部工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 特別研究Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 83019 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験 単位の種別と単位数 学修単位: 10
開設学科 経営情報工学専攻 対象学年 専1
開設期 通年 週時間数 5
教科書/教材
担当教員 岡本 昌幸,専攻科各教員
到達目標
次の４点が到達レベルである。
(1)研究テーマの社会的背景について調査し、研究計画を立て、研究テーマへの継続的な取り組みができる。
(2)得られた研究結果について整理し、知識・技術を総合して解析・考察ができる。
(3))研究内容について概要をまとめることができる。
(4))研究内容についてプレゼンテーションできる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安
(優)

標準的な到達レベルの目安
(良)

最低限の到達レベルの目安
(可) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1

幅広い分野の情報や知識を
修得し、研究計画を複数計
画し、研究計画の進捗から
今後の研究計画を改善でき
る。

専門分野以外の情報や知識
を修得し、研究計画を複数
計画し、研究計画の進捗か
ら今後の研究計画を確認で
きる。

研究テーマに関する情報や
知識を修得し、研究の目的
を達成するための研究計画
をたて、研究計画の進捗状
況を報告できる。

研究テーマに関する情報や
知識を修得できず、研究の
目的を達成するための研究
計画をたてることができな
い。

評価項目2
研究計画を繰り返し遂行し
、研究結果について解析・
考察ができ、研究目的の達
成度を評価できる。

研究計画を繰り返し遂行し
、研究結果について解析・
考察ができ、研究目的に関
連づけることができる。

研究計画を遂行し、研究結
果について解析・考察がで
きる。

研究計画を遂行できず、研
究結果について解析・考察
ができない。

評価項目3

研究テーマを深く理解し、
多様な視点から検討がなさ
れ、研究結果についての考
察が論理的に展開されてい
る。

研究テーマを理解し、複数
の視点から検討がなされ、
研究結果についての考察が
論理的にまとめられている
。

研究テーマをある程度理解
し、研究結果についての考
察がある程度論理的にまと
められている。

研究テーマを理解しておら
ず検討が不十分で、研究結
果についての考察が論理的
にまとめられていない。

評価項目４
スライドにインパクトがあ
り、研究結果についての考
察が論理的に展開され、解
りやすく説明できる。

スライドの表現が工夫され
ており、研究結果について
の考察が論理的に説明でき
る。

スライドの表現が解りやす
く、研究結果についての考
察がある程度論理的に説明
できる。

スライドが乱雑で解りにく
く、研究結果についての考
察が論理的に説明できない
。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
指導教員の下で研究テーマに対し研究計画を立て、指導教員と相談しながら知識・技術を総合して研究を進め、研究概
要を要旨集としてまとめ、研究の進捗状況を中間発表会で発表する。また、研究成果は特別研究Ⅰ・Ⅱの何れかで学外
の学協会などで講演発表を行い、優れた研究成果については学術論文に投稿する。

授業の進め方・方法

１．研究計画書は、書式自由で指導教員とよく相談して作成し、必要に応じて見直しを行う。
２．レポート（研究資料等）作成は４月、７月、１０月、１２月を標準とする。ただし、研究室毎に提出時期や提出回
数を変更できる。
３．要旨集は、研究概要をA4用紙２枚にまとめ、定められた日時までに必ず提出する。
４．中間発表会は教員などの多人数を対象として２月にプレゼンテーションを行う。
５．研究成果は、特別研究Ⅰ・Ⅱの何れかで学外の学協会などで講演発表を必ず行う。国際学会での発表やレフリーの
つく学会論文集の掲載については、学生表彰の対象にしている。

注意点

高専本科を卒業した出身学科毎に専攻の区分が異なる。すなわち、機械工学科は機械工学、電気工学科は電気電子工学
、制御情報工学科は情報工学、物質工学科は応用化学、経営情報学科は社会システム工学が、それぞれ専攻の区分とな
る。専攻の区分毎に、指導可能な教員及び課題名がある。専攻の区分を超えて、課題を選択できないので注意すること
。また、指導教員の指導の下、その課題に則した、あるいは関連した研究を実施すること。

到達目標①：研究計画書により評価する（主査）。（10%）
到達目標②：レポート（研究資料等）により評価する（主査）。（50%）
到達目標③：要旨集により評価する（主査）。（20%）
到達目標④：中間発表会により評価する（主査）。（20%）

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週
以下、教員名で、㋭は指導補助教員であり、無印は指
導教員である。専攻の区分毎に、教員名及び課題名を
示す

2週

専攻の区分　経営情報工学
武藤義彦　ソーシャルメディアの分析に関する研究
松野成悟　企業間連携における情報共有モデルの分析
とその応用
松野成悟　経営情報学に関する理論的・実証的研究
田川晋也　会計学の実証的研究
岸川善紀　公的統計分析による地域産業振興に資する
経営情報の買うk特に関する研究
荒川正幹　情報科学的手法の経済学への応用
挾間雅義　経緯工学的手法を用いた社会現象の最適性
に関する研究
根岸可奈子　国際経営研究
伊藤 勉・荒川正幹　機械学習手法を用いた上場企業の
企業価値評価に関する研究
山根陽一・田川晋也　統計的手法を用いた会計・財務
報告に関する研究



3週
4週
5週
6週
7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期

3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

１研究計画書 ２レポート（研究資料
等） ３中間発表 4要旨集 合計

総合評価割合 10 50 20 20 100
知識の基本的な理解 1 6 2 2 11
思考・推論・創造への
適用力 1 16 7 7 31

汎用的技能 6 16 7 7 36
態度・志向性（人間力
） 1 6 2 2 11

総合的な学習経験と創
造的思考力 1 6 2 2 11



宇部工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 インターンシップ（1年生）
科目基礎情報
科目番号 83020 科目区分 専門 / 選択
授業形態 実習 単位の種別と単位数 学修単位: 3
開設学科 経営情報工学専攻 対象学年 専1
開設期 通年 週時間数 1.5
教科書/教材
担当教員 岡本 昌幸,専攻科各教員
到達目標
(1)学位専攻区分に関連付けて、実習先における実務を説明できる。
(2)実習先における実務に対し、専門知識・技術を活かした取り組みを行える。
(3)活動を通して、新たな専門知識・技術を獲得できる。
(4)自己のキャリアデザインについて考えることができる。
(5)社会が求める技術者・研究者の資質を説明できる
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安
（優)

標準的な到達レベルの目安
（良）

最低限の到達レベルの目安
（可）

未到達レベルの目安（不可
）

評価項目1

学位専攻区分における具体
的な専門科目、関連科目、
専攻外科目と関連付けて、
実習先における実務を説明
できる。

学位専攻区分における具体
的な専門科目と関連付けて
、実習先における実務を説
明できる。

学位専攻区分に関連付けて
、実習先における実務を説
明できる。

学位専攻区分に関連付けて
、実習先における実務を説
明できない。

評価項目2

実習先における実務に対し
て、専門知識・技術を活か
し、自己の意見を積極的に
取り入れた取り組みを行え
る。

実習先における実務に対し
て、専門知識・技術を活か
し、計画的な取り組みを行
える。

実習先における実務に対し
、専門知識・技術を活かし
た取り組みを行える。

実習先における実務に対し
、専門知識・技術を活かし
た取り組みを行うことがで
きない。

評価項目3

活動を通して、新たな専門
知識・技術を獲得し、その
専門領域について、既習の
内容と関連付けて説明でき
る。

活動を通して、新たな専門
知識・技術を獲得し、その
専門領域について説明でき
る。

活動を通して、新たな専門
知識・技術を獲得できる

活動を通して、新たな専門
知識・技術を獲得できない
。

評価項目4
自己のキャリアデザインに
ついて考え、実現するため
の計画を立てることができ
る。

自己のキャリアデザインに
ついて考えることができる
。

経験した実務内容に対する
自己の適性について考える
ことができる。

経験した実務内容に対する
自己の適性について考える
ことができない。

評価項目5
技術者・研究者にとって、
どのような資質が必要か、
なぜ必要か、具体的に説明
できる。

技術者・研究者にとって、
どのような資質が必要か、
具体的な内容を説明できる
。

技術者・研究者にとって、
どのような資質が必要か説
明できる。

技術者・研究者にとって、
どのような資質が必要か説
明できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

企業、大学等における長期実習を通して、これまでに修得してきた知識や技術、これから学修する事項が実践的にどの
ように活用できるのか、学修内容と実務問題との繋がりを理解するとともに、現場における独創的な技術やノウハウを
吸収し、自己の専門領域の深化、高度化を図ることを目的とする。また、企画提案や課題解決の実務を経験することに
よって、課題発見・探求能力、実行力といった技術者として必要な資質を高めることを目的とする。原則として夏季休
業期間中に135時間以上の実習を行うものとする。実習内容は、それぞれの学位専攻区分（機械工学、電気電子工学、情
報工学、応用化学、社会システム工学）に準ずるものとする。実習内容を報告書としてまとめ、その内容を発表する。

単位の数え方（3～6単位）
135～179時間：3単位，180～224時間：4単位，225～269時間：5単位，270～314時間：6単位

授業の進め方・方法

・原則として実習期間は１年次の夏季休業期間中とし、実習先は1社（機関）とする。
・実習テーマおよび実習期間は実習先から提示されたものを基本とし、指導教員と実習先とで協議の上決定する。実習
内容は、学位専攻区分（機械工学、電気電子工学、情報工学、応用化学、社会システム工学）に準ずるものとする。
・事前指導として、社会人として守らなければならない基本的なルールの徹底と心構えについて指導を行う。
・事前準備として、実習内容と専門性の関連について整理する（事前報告書の作成）。
・指導教員は、必要に応じ状況の把握と指導を行うものとする。
・実習中に日々の実習内容をインターンシップ実習日誌に記録し、実習先の点検を受けた後、本校へ提出する。
・実習終了時にインターンシップ報告書を作成し、実習先と本校へ提出する。
・実習終了後、インターンシップ報告会において実習内容を発表する。
・実習期間中に知り得た企業秘密等については、絶対他に漏えいしないこと。
・実習は原則として無報酬とする。
・事後指導として、全員の実習終了後に報告会を開催し、到達目標の達成度について評価する。
・事後指導として、自己のキャリアデザインについて評価する（事後報告書の作成）。
・全体を通して、問題点や改善点があれば問題解決のための方策を講じる。

注意点

インターンシップでは、企業などでの長期にわたる種々の実習を通し、実務問題の理解と対応能力を身につけることを
目的としている。また実習を通して、仕事の進め方、社会人としての接し方を学び、社会が要求し期待する職業人とし
ての技術者像を確立するよう努めること。

到達目標①：報告書（実技）により評価する。（30%）
到達目標②：報告書（成果）により評価する。（30%）
到達目標③：報告会により評価する。（40%）

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ
1週 インターンシップ（135時間以上）の実施
2週 〃



3週 〃
4週
5週
6週
7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期

3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

１報告書 2報告会 3事前事後報告書 合計
総合評価割合 60 35 5 100
知識の基本的理解 30 15 0 45
思考・推論・創造への適用 10 10 0 20
汎用的技能 10 5 0 15
態度・志向性（人間力） 10 5 5 20



宇部工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 経営情報工学特論Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 82001 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 経営情報工学専攻 対象学年 専2
開設期 3rd-Q 週時間数 4
教科書/教材 なし
担当教員 武藤 義彦,松野 成悟,田川 晋也,岸川 善紀,荒川 正幹,挾間 雅義,根岸 可奈子,伊藤 勉
到達目標
①他専門分野の研究や最近の話題を理解し、説明できる。
②経営、情報、数理のいずれかの専門分野を柱としつつ、他分野の知識と技術を取り入れ、新しい「もの」を設計できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限の到達レベルの目安
(可) 未到達レベルの目安

評価項目1
他専門分野の研究や最近の
話題を理解し、説明できる
。

他専門分野の研究や最近の
話題を理解し、３／４程度
説明できる。

他専門分野の研究や最近の
話題を理解し、３／５程度
説明できる。

他専門分野の研究や最近の
話題を説明できない。

評価項目2

経営、情報、数理のいずれ
かの専門分野を柱としつつ
、他分野の知識と技術を取
り入れ、新しい「もの」を
設計し、評価できる。

経営、情報、数理のいずれ
かの専門分野を柱としつつ
、他分野の知識と技術を取
り入れ、新しい「もの」を
設計し、考察できる。

経営、情報、数理のいずれ
かの専門分野を柱としつつ
、他分野の知識と技術を取
り入れ、新しい「もの」を
設計できる。

経営、情報、数理のいずれ
かの専門分野を柱としつつ
、他分野の知識と技術を取
り入れ、新しい「もの」を
設計できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

第3学期
実践的・創造的能力を持つ経営のエンジニアには，専門分野のみでなく，他専門分野の知識や思考法をも踏まえた学際
的視野を持つことが要求される．本講義の前半では，そのような経営のエンジニアを育てることを目標として，他専門
分野より講師を招き，研究や最近の話題について講義を行う．後半では経営・情報・数理を組み合わせた課題への取り
組みを通して，技術者に求められる "もの"を立案する能力を養うことを目的とする．

授業の進め方・方法
第１～６週は、経営情報工学とは異なる他専門分野について理解するため、生産システム工学専攻・物質工学専攻の工
学特論Ⅱを受講する。
第７～１４週は経営情報工学の枠組みの中で，経営・情報・数理の知識や技術を組み合わせた "もの" づくりに取組む。

注意点
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期 3rdQ

1週
ガイダンス
第１～６週は、経営情報工学とは異なる他専門分野に
ついて理解するため、生産システム工学専攻・物質工
学専攻の工学特論Ⅱを受講し、理解して説明できる。

経営情報工学特論Ⅱにおける講義および実習の進め方
を理解し、実行できる。

2週
3週
4週
5週
6週

7週

第７～１４週は経営情報工学の枠組みの中で，経営・
情報・数理の知識や技術を組み合わせた "もの" づくり
に取組む．経営・情報・数理のうち２分野以上にわた
る複合分野の現実問題に対して，他分野を専門とする
２人以上の教員がチームを組み，それぞれの専門分野
の知識や手法を用いた課題を設定する．学生は教員チ
ームから提示された課題の中から自分の専門分野と関
連する課題を選択し，これまでに修得した知識・技術
を駆使し，かつ創造性を発揮して，"もの" を立案し
，解としての "もの" を実現する．
田川・挾間・根岸 ： 都道府県別にみた開発途上国相
互依存度に関する調査および分析
岸川・松野： 経済・経営事象に関する数理統計モデル
の構築とその応用
荒川・山根： データ分析にもとづく簿記学習者の傾向
の把握

8週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ レポート 合計
総合評価割合 0 0 0 0 0 100 100
知識の基本的な
理解 0 0 0 0 0 100 100

思考・推論・創
造への適用力 0 0 0 0 0 0 0



汎用的技能 0 0 0 0 0 0 0
態度・志向性(人
間力) 0 0 0 0 0 0 0

総合的な学習経
験と創造的思考
力

0 0 0 0 0 0 0



宇部工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 社会システム工学実験Ⅲ
科目基礎情報
科目番号 82002 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 経営情報工学専攻 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 前期:6
教科書/教材 なし
担当教員 荒川 正幹,伊藤 勉
到達目標
(1) 実験の目的・原理・手法を理解できる。
(2) 実験結果を整理・解析・図表化し，報告書にまとめることができる。
(3) チームによる課題解決にあたり，自らに要求される役割を認識し，メンバと議論しつつテーマへの理解を深めることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限の到達レベルの目安
(可) 未到達レベルの目安

評価項目1

実験の目的・原理・手法を
適切に文書化できるととも
に，口頭により他者に分か
り易く伝えることができる
。

実験の目的・原理・手法を
適切に文書化できる。

実験の目的・原理・手法を
概ね理解し，口頭で説明で
きる。

実験の目的・原理・手法を
理解できない。

評価項目2

実験結果の整理・解析・図
表化に加えて自分なりの考
察を報告書に適切に記述で
き，その考察の適切さを判
断できる。

実験結果を整理・解析・図
表化し，報告書に記述でき
る。

実験結果を整理・図表化し
，報告書に列挙できる。

実験結果を整理・図表化で
きない。

評価項目3

チームによる課題解決にあ
たり，各自の専門分野に関
してディスカッションでき
，自身・他者の発言を批評
できる。

チームによる課題解決にあ
たり，自らに要求される役
割を認識し，自らの専門分
野に関して他者へアドバイ
スできる。

チームによる課題解決にあ
たり，自らに要求される役
割を認識し，他者に働きか
けることができる。

チームによる課題解決にあ
たり，自らに要求される役
割を認識できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

※実務との関係
・この科目は企業で情報システム開発を担当していた教員が、その経験を生かし，情報技術を用いたデータの分析・可
視化について演習形式で授業を行うものである。(武藤）
・この科目は生産ライン管理の経験がある教員が、その経験を活かし、企業活動の現場の状況と、経営動向がどのよう
に関係するかを調査、報告する。（伊藤）
企業経営を含む社会経済システムの諸問題について，多変量解析手法やテキストマイニング手法などを用いて分析する
。

授業の進め方・方法

本実験では多変量解析やテキストマイニングなどによる社会経済システムの分析・解釈を目的とする。そのため，これ
までに学んだ情報に関する知識と技術を応用することで分析を行うとともに，ソフトウェアを構築する能力が要求され
る。これまでに学習していない事項に関しては教員が説明するが，より深く理解するために自学自習に取り組んで欲し
い。本実験の進行は，各テーマにおいてチームを組んで課題に取り組む形式とし，学生は各自の特別研究テーマに応じ
て自己のなすべき行動を判断・実行するとともに，他分野を専攻する学生への助言・指導を行うといったリーダーシッ
プが期待される。チームで仕事を進める能力を評価するため，ウィークリーレポートの提出を義務付け，各回において
各自の果たした役割を明確にする。
この科目は学修単位科目のため、事前・事後学習としてレポートの提出を課す。

注意点

未知の分野に関する知識が必要となるものの，これらに共通している基本知識は代数学や統計学である。統計学は幅広
い分野にて応用できるため，再度学習しておいて欲しい。また，機械学習を理解困難と感じる理由として，その理論に
おいて数式が多用される点が挙げられる。しかし，表記方法が見慣れないだけで，高校レベルの数学の知識があれば理
解可能であるため，くじけずに理解に努めて欲しい。
また，実験は（演習と異なり）得られる結果が未知であり，思い通りの結論が得られない場合がある。そのような場合
，手法に問題点がないか，得られた結論をいかに解釈するかについて，学生間および学生・教員間でのディスカッショ
ンが有効であり，ひとりでは気付かない観点が得られる場合が多い。よって，実験中の積極的な発言を期待する。

(1) 実験の目的・原理・手法を理解できる。(60%)
(2) 実験結果を整理・解析・図表化し，報告書にまとめることができる。(20%)
(3) チームによる課題解決にあたり，自らに要求される役割を認識し，メンバと議論しつつテーマへの理解を深めること
ができる。(20%)

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週

テーマ１：株価データの分析（担当：荒川）
株価予測や企業価値評価、市場動向の把握などを目的
とし株価の分析を行う。対象は原則として日本の株式
市場とする。データの収集・整理、解析方針の考案、
解析方法の設定など、チームでの議論を通して決定し
実験を進める。

・株価データを収集・整理できる。
・解析の目的および方法を適切に設定できる。
・解析結果について理解し、解釈することができる。

2週 同上 同上
3週 同上 同上
4週 同上 同上
5週 同上 同上



6週

テーマ２：企業の動向分析（担当：伊藤）
有価証券報告書を始めとする企業情報をもとに、さま
ざまな企業の動向分析を行う。データの収集方法や解
析手法は、受講者間で提案・議論し、テーマごとにチ
ームを構成し、実験結果をチームごとに取りまとめ、
報告資料にまとめる。

・企業情報を把握し、情報収集することができる
・データの抽出と加工方法を理解できる
・企業の動向を、データを基に定量的に考察すること
ができる
・データを基にした結果をまとめ、議論できる

7週 同上 同上
8週 同上 同上

2ndQ

9週 同上 同上
10週 同上 同上

11週

テーマ３：ソーシャルメディアのテキストマイニング
（担当：武藤）
TwitterやFacebook等のソーシャルメディアに投稿さ
れるメッセージは社会の状況をリアルタイムに反映し
ていると考えられ，テキストマイニングの各手法を用
いることによりインフルエンザ流行予測等の現実的な
問題解決の可能性が示されている。本テーマでは
，Twitterに投稿されるテキストを対象としたマイニン
グによるバースト検出およびバーストの数理モデル化
を試みる。

・自然言語処理の基本技術である形態素解析，構文解
析の概要を理解し，プログラムから利用できる。
・テキストマイニングに関する基本概念である BOW
(bag-of-words)，Nグラム，素性（特徴量）の概要を
理解できるとともに，MeCab や nltk 等の基本ツール
を利用できる。
・語の出現頻度，共起語の検出，コンコーダンスの分
析を通してテキストマイニングの基本手法を理解でき
る。
・時系列解析を用いてバースト検出ができる。

12週 同上 同上
13週 同上 同上
14週 同上 同上

15週 上記に加えて，学習事項のまとめおよび授業改善アン
ケートの実施

上記に加えて，本実験で取り上げた各テーマの目的お
よび関連性を整理できる。

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 口頭発表 相互評価 態度 レポート その他 合計
総合評価割合 0 20 0 15 65 0 100
知識の基本的な
理解 【知識・記
憶、理解レベル
】

0 10 0 0 30 0 40

思考・推論・創
造への 適用力【
適用、分析レベ
ル】

0 10 0 0 30 0 40

汎用的技能 【コ
ミュニケーショ
ンスキル】

0 0 0 10 0 0 10

態度・志向性(人
間力) 【チーム
ワーク力・リー
ダーシップ】

0 0 0 5 5 0 10

総合的な学習経
験と 創造的思考
力【　　】

0 0 0 0 0 0 0



宇部工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 特別研究Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 82003 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験 単位の種別と単位数 学修単位: 7
開設学科 経営情報工学専攻 対象学年 専2
開設期 通年 週時間数 前期:4 後期:4
教科書/教材
担当教員 岡本 昌幸,専攻科各教員
到達目標
次の４点が到達レベルである。(1)研究テーマの社会的背景について調査し、研究計画を立て、研究テーマへの継続的な取り組みができる。
(2)得られた研究結果について整理し、知識・技術を総合して解析・考察ができる。(3)研究内容を論文としてまとめることができる。(4)研究内
容について概要をまとめ、解りやすくプレゼンテーションできる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安
(優)

標準的な到達レベルの目安
(良)

最低限の到達レベルの目安
(可) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1

幅広い分野の情報や知識を
修得し、研究計画を複数計
画し、研究計画の進捗から
今後の研究計画を改善でき
る。

専門分野以外の情報や知識
を修得し、研究計画を複数
計画し、研究計画の進捗か
ら今後の研究計画を確認で
きる。

研究テーマに関する情報や
知識を修得し、研究の目的
を達成するための研究計画
をたて、研究計画の進捗状
況を報告できる。

研究テーマに関する情報や
知識を修得できず、研究の
目的を達成するための研究
計画をたてることができな
い。

評価項目2
研究計画を繰り返し遂行し
、研究結果について解析・
考察ができ、研究目的の達
成度を評価できる。

研究計画を繰り返し遂行し
、研究結果について解析・
考察ができ、研究目的に関
連づけることができる。

研究計画を遂行し、研究結
果について解析・考察がで
きる。

研究計画を遂行できず、研
究結果について解析・考察
ができない。

評価項目3

研究テーマを深く理解し、
多様な視点から検討がなさ
れ、研究結果についての考
察が論理的に展開されてい
る。

研究テーマを理解し、複数
の視点から検討がなされ、
研究結果についての考察が
論理的にまとめられている
。

研究テーマをある程度理解
し、研究結果についての考
察がある程度論理的にまと
められている。

研究テーマを理解しておら
ず検討が不十分で、研究結
果についての考察が論理的
にまとめられていない。

評価項目4
スライドにインパクトがあ
り、研究結果についての考
察が論理的に展開され、解
りやすく説明できる。

スライドの表現が工夫され
ており、研究結果について
の考察が論理的に説明でき
る。

スライドの表現が解りやす
く、研究結果についての考
察がある程度論理的に説明
できる。

スライドが乱雑で解りにく
く、研究結果についての考
察が論理的に説明できない
。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
指導教員の下で研究テーマに対し研究計画を立て、指導教員と相談しながら知識・技術を総合して研究を進め、最後に
特別研究論文としてまとめ、特別研究発表会で発表する。また、研究成果は特別研究Ⅰ・Ⅱの何れかで学外の学協会な
どで講演発表を行い、優れた研究成果については学術論文に投稿する。

授業の進め方・方法

１．研究計画書は、書式自由で指導教員とよく相談して作成し、必要に応じて見直しを行う。２．レポート（研究資料
等）作成は４月、７月、１０月、１２月を標準とする。ただし、研究室毎に提出時期や提出回数を変更できる。３．特
別研究論文は、所定の様式に従って作成し、定められた日時までに必ず提出する。４．特別研究発表会は原則として公
開とし、２月に教員などを対象としてプレゼンテーションを行う。５．研究成果は、特別研究Ⅰ・Ⅱの何れかで学外の
学協会などで講演発表を必ず行う。特別研究Ⅰ・Ⅱの何れでも学外発表を行っていない場合は特別研究Ⅱの成績を評価
しない。国際学会での発表やレフリーのつく学会論文集の掲載については、学生表彰の対象にしている。

注意点

高専本科を卒業した出身学科毎に専攻の区分が異なる。すなわち、機械工学科は機械工学、電気工学科は電気電子工学
、制御情報工学科は情報工学、物質工学科は応用化学、経営情報学科は社会システム工学が、それぞれ専攻の区分とな
る。専攻の区分毎に、指導可能な教員及び課題名がある。専攻の区分を超えて、課題を選択できないので注意すること
。また、指導教員の指導の下、その課題に則した、あるいは関連した研究を実施すること。

到達目標①：研究計画書により評価する（主査）。（10%）
到達目標②：レポート（研究資料等）と特別研究論文により評価する（主査）。（50%）
到達目標③：特別研究論文により評価する（主査・副査）。（20%）
到達目標④：特別研究発表会により評価する（主査・副査）。（20%）

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ 1週
以下、教員名で、㋭は指導補助教員であり、無印は指
導教員である。専攻の区分毎に、教員名及び課題名を
示す。



2週

専攻の区分　社会システム工学
武藤義彦　ソーシャルメディアの分析に関する研究
松野成悟　企業間連携における情報共有のモデル分析
とその応用
松野成悟　経営情報学に関する理論的・実証的研究
田川晋也　会計学の実証的研究
岸川善紀　公的統計分析による地域産業振興に資する
経営情報の獲得に関する研究
荒川正幹　機械学習手法を用いた上場企業の企業価値
評価に関する研究
松野成悟　情報科学的手法の経済学への応用
挟間雅義　経営工学的手法を用いた社会現象の最適性
に関する研究
挾間雅義　経営工学手法を用いた最適性の分析
中岡伊織　経営分析および経営支援システムに関する
研究
根岸可奈子　国際経営研究
㋭山根陽一・田川晋也　財務報告システムに関する研
究
㋭伊藤 勉・荒川正幹　経営分析および経営支援システ
ムに関する研究

3週
4週
5週
6週
7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期

3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

１レポート ２実験データ・資料・
レポート ３特別研究論文 ４特別研究発表会・発

表予稿集 合計

総合評価割合 10 50 20 20 100
知識の基本的な理解 1 6 2 2 11
思考・推論・創造への
適用力 1 16 7 7 31

汎用的技能 6 16 7 7 36
態度・志向性(人間力) 1 6 2 2 11
総合的な学習経験と創
造的思考力 1 6 2 2 11



宇部工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 国際経営特論
科目基礎情報
科目番号 82004 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 経営情報工学専攻 対象学年 専2
開設期 1st-Q 週時間数 4
教科書/教材 チャールズ・W・L・ヒル『国際ビジネス』楽工社、2013年
担当教員 根岸 可奈子
到達目標
・事例を通じ国際経営論に関する理論や原則を説明できる。
・各産業の国際的な特性を説明できる。
・英語を使って国際経営に関する内容のプレゼンテーションができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
事例で用いられた理論を説明でき
る。加えて、理論と事例の齟齬を
指摘し解決策を提案することがで
きる。

事例で用いられた理論を説明でき
る。加えて、理論と事例の齟齬を
指摘し解決策を提案することがで
きる。

事例で用いられた理論を説明でき
ない。

評価項目2
産業ごとの国際的な特性を理解し
理由を論じ、独自の考察を述べる
ことができる。

産業ごとの国際的な特性を理解し
理由を論じ、独自の考察を述べる
ことができる。

産業ごとの国際的な特性を理解で
きない。

評価項目3
英語を使い必要な情報を収集しま
とめ、企業分析を行い、独自の考
察を述べることができる。

英語を使い必要な情報を収集しま
とめ、企業分析を行うことができ
る。

英語を使い必要な情報を収集しま
とめることができない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 国内企業とは異なり、多国籍企業は様々な課題を抱えている。本講義においては、国際経営が抱える様々な課題につい

て企業が実践してきた戦略を参考にしながら事例をもとに議論する。

授業の進め方・方法 経営情報学科5年次国際経営論の発展段階に位置づけられる科目です。国際経営に関するテキストを輪読します。ここで
基礎事項の再確認と理論の事例への適用ができるようにしてください。

注意点 少人数で実施される科目です。輪読では、積極的に意見や質問を出して議論してください。
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週 1.講義内容紹介
2.グローバル化

1.シラバス、到達目標を理解し、使用教材の指定範囲
における専門用語を調べることができる。
2.グローバル化とはそもそも何か、数値的にどのよう
になっているのか説明することができる。

2週 3.国による違い
4.文化による違い

3.国による政治的、経済的、法的制度の違いについて
、説明し独自の考察を述べることができる。
4.国による文化、社会構造、宗教体系の違いについて
説明することができる。

3週 5.国際ビジネスの倫理
6.ケーススタディ：中国におけるグーグル

5.国際ビジネス上何が倫理的課題として議論されてい
るのか要点を挙げられると共に、課題に対して論理的
な解決策を述べることができる。
6.事例を補足する情報を収集し、何が課題であったの
かを説明することができる。

4週 7.国際企業の戦略
8.国際企業の組織

7.記載内容の範囲内において企業の産業特性や規模か
ら適切な戦略を選択することができる。
8.組織のコントロールシステムおよび組織文化の生成
過程について論理的に説明することができる。

5週 9.市場参入戦略と戦略的提携
10.ケーススタディ：自動車産業

9.記載内容の範囲内において海外市場参入方法を企業
規模や産業特性から選択することができる。
10.事例を補足する情報を収集し何が課題であったのか
、どのような解決策が考えられるか説明することがで
きる。

6週 11.貿易
12.ロジスティクス

11.実務的な作業としてどのようなものがあるのか説明
できると同時に見返り貿易を巡る賛否について議論で
きる。
12.内製と外注のメリット、デメリットについて説明で
きる。また、外国工場の役割についても説明できる。

7週 13.マーケティングと研究開発
14.HRM

13.国内市場と外国市場の違いをマーケティングの観点
から説明できる。
14.国によって異なる報酬の違いや外国駐在員、国際的
な労使関係など、国内との違いを明確に説明できる。

8週 15.レポートに関する質疑応答
16.レポートに関する質疑応答

15.自身が取り組んだ事例分析について参加者間で議論
できる。
16.自身が取り組んだ事例分析について参加者間で議論
できる。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

レポート 発表 合計



総合評価割合 20 80 100
基礎的能力 0 40 40
専門的能力 20 40 60
分野横断的能力 0 0 0



宇部工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 会計監査論
科目基礎情報
科目番号 82005 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 経営情報工学専攻 対象学年 専2
開設期 2nd-Q 週時間数 4
教科書/教材 まなびの入門監査論(第2版)盛田良久　他
担当教員 田川 晋也
到達目標
１．会計監査の制度趣旨について説明できる。
２．会計監査の主要な基本用語について説明できる。
３．会計監査の監査報告書について説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限の到達レベルの目安
(可) 未到達レベルの目安

評価項目1 会計監査の制度趣旨につい
て説明できる。

会計監査の制度趣旨につい
て概ね説明できる。

会計監査の制度趣旨につい
て大抵説明できる。

会計監査の制度趣旨につい
てほぼ説明できない。

評価項目2 会計監査の主要な基本用語
について概ね説明できる。

会計監査の主要な基本用語
について概ね説明できる。

会計監査の主要な基本用語
について大抵説明できる。

会計監査の主要な基本用語
について説明できない

評価項目3 会計監査の監査報告書につ
いて説明できる。

会計監査の監査報告書につ
いて概ね説明できる。

会計監査の監査報告書につ
いて大抵説明できる。

会計監査の監査報告書につ
いて説明できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
２学期開講。会計監査は、企業の資金調達と密接な関係がある。企業が公表している財務諸表が信頼できるものであれ
ば、投資家をはじめとする利害関係者は、安心して投資意思決定ができるようになるからである。本講義では、このよ
うな会計監査について、制度、手続き、基準について十分な知識の習得を目指す。

授業の進め方・方法
専門科目に入ると、初めて聞く内容が増えてきて理解するのも大変になります。この講座では、教科書に出てくる難解
な内容をできるだけかみくだいて説明したり、身の回りの具体的なものに例えて説明することを心がけて授業を行う予
定です。進む進度もすこしゆっくりめに設定しています。

注意点
講義は、輪読、プレゼンテーション方式で実施する。発表する学生は、毎回、パワーポイントを作成すること。学生は
、毎回、授業に出席する際は、その回で学習する分野の事前学習をしておくこと。自分の発表担当以外の個所もしっか
りテキストを読み準備をしておくこと。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 2ndQ

9週
ガイダンス
監査の必要性
監査全体の流れ

シラバスから学習の意義、授業の進め方、評価方法を
理解できる。監査の意義、必要性について説明できる
。
監査全体の流れを具体的に説明できる。

10週 監査基準
リスク・アプローチ監査

監査基準の必要性について説明できる。
リスク・アプローチ監査の内容を説明できる。

11週 内部統制
監査計画

内部統制の仕組みについて説明できる。
監査計画の必要性について説明できる。

12週 監査の実施
監査結果の報告

監査手続きについて説明できる。
監査報告書を監査対象企業の状態について説明できる
。

13週 監査の品質管理
内部統制監査

監査の品質管理の必要性と方法について説明できる。
内部統制監査の意義について説明できる。

14週 公監査
監査の周辺業務

公化会計の必要性の仕組みについて説明できる。
レビュー業務などについて説明できる。

15週 公認会計士
まとめ

公認会計士の業務について説明できる。
日本の会計制度について説明できる。

16週 授業改善アンケートの実施
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ レポート 合計
総合評価割合 0 0 0 0 0 100 100
知識の基本的な
理解 0 0 0 0 0 100 100

思考・推論・創
造への適用力 0 0 0 0 0 0 0

汎用的技能 0 0 0 0 0 0 0
態度・志向性(人
間力) 0 0 0 0 0 0 0

総合的な学習経
験と創造的思考
力

0 0 0 0 0 0 0



宇部工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 ネットワーク技術特論
科目基礎情報
科目番号 82006 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 経営情報工学専攻 対象学年 専2
開設期 1st-Q 週時間数 4
教科書/教材 マスタリングTCP/IP 入門編 第６版，井上直也ら （オーム社）
担当教員 武藤 義彦
到達目標
(1) TCP/IPを構成する要素を理解し，ネットワークのもつ冗長性の重要性を理解できる。
(2) セキュリティに関する問題点を認識し，それを解決する各技術の長所と短所を理解できる。
(3) 急速に普及した無線LANの特徴およびセキュリティ上の問題点を理解できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安
(優)

標準的な到達レベルの目安
(良)

最低限の到達レベルの目安
(可) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
誤り訂正の理論およびパケ
ット分割の必要性をまとめ
，評価できる。

ARQにおけるRTO決定アル
ゴリズムおよびルーティン
グテーブル構成など，実装
レベルを評価できる。

OSI参照モデルおよびネッ
トワークトポロジについて
整理できる。

OSI参照モデルおよびネッ
トワークトポロジについて
整理できない。

評価項目2
共通鍵暗号・公開鍵暗号の
概要およびDESやRSAの実
装を整理し，評価できる。

ポートスキャンやDoS等の
準備行動の技術的背景を評
価できる。

不正アクセス事例を把握し
，セキュリティ確保の必要
性を整理できる。

不正アクセス事例を把握し
，セキュリティ確保の必要
性を整理できない。

評価項目3
WEP/WPA/WPA2の技術的
背景であるTKIP, AES等の
暗号化技術の詳細を整理し
，評価できる。

無線LAN高速化の基本技術
であるMIMOとチャネル・
ボンディングの考え方を評
価できる。

CSMA/CAの仕組みおよび
IEEE802.11a/b/g/n/ac の
特徴を整理できる。

CSMA/CAの仕組みおよび
IEEE802.11a/b/g/n/ac の
特徴を整理できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

コンピュータ・ネットワークについて，技術的な側面を学ぶことで現在の技術の制約や応用可能性を学ぶ。最初に基礎
技術である TCP/IP に関して，IPレベルでの誤り制御やルーティングおよび TCP レベルでの高次制御を説明する。その
後，アプリケーション・プロトコルを概観する。後半では，現代のネットワークにおいて重視されるセキュリティ確保
の技術を説明する。
※実務との関係
この科目は企業でTCP/IP関連のシステム設計・構築を担当していた教員が、その経験を生かし，TCP/IPの設計思想，実
装およびセキュリティについて講義形式で授業を行うものである。

授業の進め方・方法

スライドを多用し，授業計画に列挙した個々の技術を説明する。また，個々の技術に対応したレポート課題を課す。
ネットワーク技術を含む情報技術分野はアップデートが頻繁であり，10年前の常識があっという間に通用しなくなる。
講義中に最新情報を提供できるよう努める
なお，授業で利用するスライドの縮小版を授業で配布するとともに，関連情報と併せて Web ページで公開する。
この科目は学修単位科目のため、事前・事後学習としてレポートを実施します。

注意点

情報ネットワークを支える技術は，暗号化技術を除けば，単純なアルゴリズムの集まりである。故に，論理的に考えれ
ば技術概要を理解するのは容易と言える。技術的な詳細は概ね RFC (Request For Comments) に書かれており，講義
で取り上げるテーマと関連した RFC を随時，紹介するから，関心のある者は各自で読むことを勧める。
暗号化技術は数学，特に近年は代数学が多用されており，独力での理解が困難になりつつあるが，講義の最中に関連書
籍を紹介するから，関心のある者は読んで欲しい。
指定した教科書がなくても理解できるように講義を進めるが，技術の詳細の理解やレポート課題に取り組む上では購入
した方がよい。なお，この教科書はエンジニア向けに書かれているため，将来的にも役立つだろう。

定期試験得点の中央値が70点未満の場合，学期内に成績を再評価するための試験を実施する。
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週

TCP/IPの基礎：
・OSI参照モデルと TCP/IP
・IPv4からv6への移行
・ネットワークトポロジの実装（イーサネット
(CSMA/CD)，トークンリング）

・OSI参照モデルとTCP/IP階層モデルを対応付け，各
層の役割を理解できる。
・パケットの概念，IPヘッダ，TCPヘッダの有する情
報，IPアドレスクラス，DNSの概要を理解できる。
・コンテンション方式，トークンパッシング方式それ
ぞれの仕組み，特徴，利点・欠点を理解できる。

2週

誤り制御：
・誤り制御の考え方
・ARQ (Automatic Repeat reQuest) と FEC
(forward Error Correction)
・パリティ損失の検出方法，パリティチェック，ハミ
ング符号

・Stop-and-Wait, Go-Back-N, Selective Repeat の
各ARQの考え方および現実的な RTO の決定方法を理
解できる。
・FECの必要性と概要を理解できる。
・CRC誤り検出，ハミング符号による誤り訂正の理論
的背景を理解できる。

3週
IP：
・ルーティングの概念，RIP (Routing Information
Protocol), OSPF (Open Shortest Path First)
・IPの分割処理と再構築処理，ARP, ICMP

・ルーティングの概要を理解できる。
・RIP におけるルーティングテーブルを構築できる。
・RIP と OSPF の組み合わせが現実的解だと理解でき
る。
・様々なデータリンク間での通信のためのパケット分
割の必要性を理解できる。

4週 TCP：TCPの基礎，ウィンドウ制御，フロー制御
中間まとめ

・通信速度を向上させるためのウィンドウ制御とフロ
ー制御の必要性を理解できる。
・輻輳制御によるネットワークの混雑解消の仕組みを
理解できる。
・中間まとめとしてネットワークトポロジ，ルーティ
ング，パケット分割を再整理するとともに，中間まと
め試験を実施する。



5週
アプリケーションプロトコル：DNS, WWW, 電子メー
ル，遠隔ログイン
セキュリティ(1)：ネットワーク・セキュリティの概要

・HTTP, Cookie, SMTP, POP, telnet の各プロトコル
の概要を理解できる。
・不正アクセス事例を把握し，セキュリティ確保の必
要性を理解できるとともに，ポートスキャンやDoS等
の準備行動の技術的背景を理解し説明できる。

6週
セキュリティ(2)：共通鍵・公開鍵暗号と電子署名の理
論およびその実装
無線LANの概要：IEEE802.11規格，CDMA/CA

・共通鍵暗号・公開鍵暗号の概要を理解するとともに
，DESやRSAの実装を理解できる。
・共通／公開鍵暗号のハイブリッドの必要性を理解で
きる。
・CSMA/CAの仕組みと特徴を理解できる。
・IEEE802.11a/b/g/n/ac の特徴を説明できる。
・MIMOとチャネル・ボンディングの概要を説明でき
る。

7週
無線LANのセキュリティ：WEP/WPA/WPA2とその技
術
無線PAN (Personal Area Network)：IEEE820.15,
RFID, Bluetooth, ZigBee

・ワイヤレスネットワーク特有の脆弱性を認識できる
。
・WEP/WPA/WPA2の概要の理解とともの，その技術
的背景であるTKIP, AES等の暗号化技術の詳細を理解
できる。
・PANの必要性，BluttothやZigBeeの仕様を理解でき
る。
・Bluetooth，ZigBeeのネットワーク構成を理解でき
る。

8週 学習事項のまとめおよび授業改善アンケートの実施
・情報ネットワークを支える技術を整理し，wired /
wireless / mobile それぞれの分野での技術の共通性や
特性を理解できる。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ レポート 合計
総合評価割合 70 0 0 0 0 30 100
知識の基本的な
理解 【知識・記
憶、理解レベル
】

35 0 0 0 0 15 50

思考・推論・創
造への 適用力
【適用、分析レ
ベル】

35 0 0 0 0 15 50

汎用的技能 【　
　】 0 0 0 0 0 0 0

態度・志向性(人
間力) 【　　】 0 0 0 0 0 0 0

総合的な学習経
験と 創造的思考
力 【　　】

0 0 0 0 0 0 0



宇部工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 データベース応用
科目基礎情報
科目番号 82007 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 経営情報工学専攻 対象学年 専2
開設期 3rd-Q 週時間数 4
教科書/教材 なし
担当教員 伊藤 勉
到達目標
①データベースの活用方法を提案できる
②データベースを構成する考え方を理解できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安 未到達レベルの目安
到達目標
①

データベースの活用を提案
できる

データベースの活用事例を
説明できる

データベースの活用事例を
理解している

データベースの活用方法が
わからない

到達目標
② データベースを設計できる データベースの開発過程を

説明できる。
データベースの構造を理解
できる

データベースの成り立ちが
わからない

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

データベースの活用範囲を調査し、どのようかことに使われているのか、どのような技術が関連しているのかを、実際
に調査し、データベースに関連した世の中の動向と、データベース関連技術がどのように成り立ってきたのかを習得す
る。
※実務との関係
この科目は企業で生産設備の保全業務にあたっていた教員が、その経験を生かし、データベースの活用方法について講
義形式で授業を行うものである。

授業の進め方・方法 時事問題に対応した調査などを行います。また、調査結果の報告を講義中に行います。
週2回開講しますので、同一のテーマに関して2回分の講義に参加する必要があります。

注意点 技術者として必要な知見を広めることを目的に講義を計画しています。
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期 3rdQ

1週 ガイダンス
授業の目的・意義

・シラバスから学習の意義、授業の進め方、評価方法
を理解できる。
・授業の目的と意義について理解できる。

2週 データベースの必要性 ・データベースのなぜ構成されるようになったのか理
解する

3週 データベースの特徴 ・データベースの構造的特徴を習得する
4週 データベースと問題解決手法(1) ・データに基づく問題解決の手法を習得する。
5週 データモデル ・データモデルについて習得する
6週 データベース設計 ・データベースの設計に必要な知識を習得する。

7週 データベース構築 ・自分で設計したデータベースを構築し、運用方法ま
で実践する

8週 定期試験
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリ
オ その他 レポート 合計

総合評価割合 0 10 50 40 0 0 0 100
知識の基本的
な理解 【知識
・記憶、理解
レベル】

0 0 40 30 0 0 0 70

思考・推論・
創造への 適用
力 【適用、分
析レベル】

0 0 10 10 0 0 0 20

汎用的技能 【
　　】 0 0 0 0 0 0 0 0

態度・志向性
(人間力) 【　
　】

0 0 0 0 0 0 0 0

総合的な学習
経験と 創造的
思考力 【　　
】

0 10 0 0 0 0 0 10



宇部工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 税務会計論
科目基礎情報
科目番号 82008 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 経営情報工学専攻 対象学年 専2
開設期 3rd-Q 週時間数 4
教科書/教材 「よくわかる税法入門 第11版」三木義一
担当教員 田川 晋也
到達目標
１．法人税法を理解し、各活動に関する会計処理ができる。
２．所得税法を理解し、各活動に関する会計処理ができる。
３．消費税法を理解し、各活動に関する会計処理ができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限の到達レベルの目安
(可) 未到達レベルの目安

評価項目1
法人税法に基づいて、各活
動に関する会計処理ができ
る。

法人税法に基づいて、各活
動に関する会計処理が概ね
できる。

法人税法に基づいて、各活
動に関する会計処理が大抵
できる。

法人税法に基づいて、各営
業活動に関する会計処理が
ほぼできない。

評価項目2
所得税法に基づいて、各活
動に関する会計処理ができ
る。

所得税法に基づいて、各活
動に関する会計処理が概ね
できる。

所得税法に基づいて、各活
動に関する会計処理が大抵
できる。

所得税法に基づいて、各営
業活動に関する会計処理が
ほぼできない。

評価項目3
消費税法に基づいて、各活
動に関する会計処理ができ
る

消費税法に基づいて、各活
動に関する会計処理が概ね
できる。

消費税法に基づいて、各活
動に関する会計処理が大抵
できる。

消費税法に基づいて、各営
業活動に関する会計処理が
ほぼできない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
3学期に開講。　わが国の消費税、法人税および消費税を中心として、税金全体の概要とその仕組みを理解することを目
的とする。消費税と消費税については配布資料に基づき、法人税はテキストを用いて、重要な点をパワーポイントによ
り学生の発表する形で授業を進めていきます。

授業の進め方・方法
専門科目に入ると、初めて聞く内容が増えてきて理解するのも大変になります。この講座では、教科書に出てくる難解
な内容をできるだけかみくだいて説明したり、身の回りの具体的なものに例えて説明することを心がけて授業を行う予
定です。進む進度もすこしゆっくりめに設定しています。

注意点
講義は、輪読、プレゼンテーション方式で実施する。発表する学生は、毎回、パワーポイントを作成すること。学生は
、毎回、授業に出席する際は、その回で学習する分野の事前学習をしておくこと。自分の発表担当以外の個所もしっか
りテキストを読み準備をしておくこと。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期 3rdQ

1週
ガイダンス
税法の必要性
税法全体の流れ

シラバスから学習の意義、授業の進め方、評価方法を
理解できる。税法の範囲、意義、必要性について説明
できる。
税法全体の構造について説明できる。

2週 法人税①
法人税②

法人税制度について説明できる。
益金、損金の種類について説明できる。

3週 法人税③
法人税④

租税回避について説明できる。
法人税法と商法の関係について説明できる。

4週 所得税①
所得税②

所得税制度について説明できる。
所得の種類について説明できる。

5週 所得税③
消費税①

所得控除について説明できる。
消費税制度について説明できる。

6週 消費税②
相続税①

税の公平性について説明できる。
相続税制度について説明できる。

7週 相続税
全体のまとめ

贈与税制度について説明できる。
税法の学習した分野の復習ができる。

8週 授業改善アンケートの実施
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ レポート 合計
総合評価割合 0 0 0 0 0 100 100
知識の基本的な
理解 0 0 0 0 0 100 100

思考・推論・創
造への適用力 0 0 0 0 0 0 0

汎用的技能 0 0 0 0 0 0 0
態度・志向性(人
間力) 0 0 0 0 0 0 0

総合的な学習経
験と創造的思考
力

0 0 0 0 0 0 0



宇部工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 マーケティング特論
科目基礎情報
科目番号 82009 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 経営情報工学専攻 対象学年 専2
開設期 2nd-Q 週時間数 4
教科書/教材 なし
担当教員 根岸 可奈子
到達目標
①マーケティングリサーチとして市場調査のための方法・枠組みを理解できる
②Webベースでの調査手法について理解できる
③結果を分析して得られた結果を解釈することができる
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限の到達レベルの目安
(可) 未到達レベルの目安

評価項目1 市場調査のための枠組みを
理解・説明できる

市場調査のための枠組みを
理解できる

市場調査のための枠組みに
ついての基本的概念を理解
できる

市場調査のための枠組みを
理解できない

評価項目2 実際にWebベースで調査が
できる

Webベースでの調査方法に
ついて理解できる

Webベースでの調査方法に
ついての基本的概念を理解
できる

Webベースでの調査方法に
ついて理解できない

評価項目3 得られた結果から仮説の検
証ができる

仮説検証方法について理解
できる

仮説検証方法についての基
本的概念を理解できる

仮説検証について理解でき
ない

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 第2学期開講

本科目では、商品の4Pに着目し分析、考察を行うとともに、実際に作成し製品開発を疑似体験する。
授業の進め方・方法 授業および演習の双方で進める。
注意点
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 2ndQ

9週 講義紹介、製品分析1 本講義の目的や概要を理解し説明できる。ブランド要
素に関する先行研究を理解できる。

10週 製品分析2 既存の商品について、パッケージ・価格・流通・プロ
モーションの観点から分析し発表できる（食品）

11週 製品分析3
既存の商品について、パッケージ・価格・流通・プロ
モーションの観点から分析し発表できる（トイレタリ
ー）。

12週 製品名分析1 製品・産業特性を理解した上で、商品名を抽出し、傾
向をとらえられる（食品）。

13週 製品名分析2 製品・産業特性を理解した上で、商品名を抽出し、傾
向をとらえられる（トイレタリー）。

14週 セールスコピー分析
製品・産業特性を理解した上で、商品のセールスコピ
ーを抽出し、傾向をとらえられる。また、より良いセ
ールスコピーを付与できる。

15週 パッケージ製作1 ハンドクリーム等のパッケージ案をグループで議論し
ながら作成する。

16週 パッケージ製作2 ハンドクリーム等のパッケージ案をグループで議論し
ながら作成する。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ レポート 合計
総合評価割合 0 50 0 0 0 50 100
知識の基本的な
理解 【知識・記
憶、理解レベル
】

0 25 0 0 0 25 50

思考・推論・創
造への 適用力
【適用、分析レ
ベル】

0 25 0 0 0 25 50

汎用的技能 【論
理的思考力】 0 0 0 0 0 0 0

態度・志向性(人
間力) 【　　】 0 0 0 0 0 0 0

総合的な学習経
験と 創造的思考
力 【　　】

0 0 0 0 0 0 0



宇部工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 オペレーティングシステム工
学

科目基礎情報
科目番号 82011 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 経営情報工学専攻 対象学年 専2
開設期 2nd-Q 週時間数 4
教科書/教材 コンピュータサイエンスで学ぶオペレーティングシステム-OS学-)（柴山潔・近代科学社）
担当教員 内堀 晃彦
到達目標
(1) OSのプロセス管理を理解し，スケジューラ等の適切な選択や管理が行える。
(2) OSのメモリ管理を理解し，適切なメモリ量の選択や仮想記憶の管理が行える。
(3) OSのファイルシステムを理解し，適切なファイルシステムの選択や管理が行える。
(4) OSの入出力処理を理解し，周辺機器のデバイスドライバの設定を管理に行える。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限の到達レベルの目安
(可) 未到達レベルの目安

到達目標(1)
実現しようとするシステム
に対して，スケジューラ等
のプロセス管理の手段を適
切に選択・設定できる。

既存のシステムに対して
，スケジューラ等のプロセ
ス管理を適切に行うことが
できる。

OSのプロセス管理について
考察できる。

OSのプロセス管理について
考察できない。

到達目標(2)
実現しようとするシステム
に対して，仮想記憶等のメ
モリ管理の手段を適切に選
択・設定できる。

既存のシステムに対して
，仮想記憶等のメモリ管理
を適切に行うことができる
。

OSのメモリ管理について考
察できる。

OSのメモリ管理について考
察できない。

到達目標(3)
実現しようとするシステム
にとっての，適切なファイ
ルシステムを選択・設定で
きる。

既存のシステムに対して
，ファイルシステムの管理
を適切に行うことができる
。

OSのファイルシステムにつ
いて考察できる。

OSのファイルシステムにつ
いて考察できない。

到達目標(4)

実現しようとするシステム
に対して，ハードウェアと
のデータの入出直方法の選
択等の適切な入出力処理方
法を選択・設定できる。

既存のシステムに対して
，デバイスドライバ等の管
理を適切に行うことができ
る。

OSの入出力処理について考
察できる。

OSの入出力処理について考
察できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
第２学期開講
オペレーティングシステム(OS)のハードウェアの仮想化，リソースの共有等がどのように行われているのかを，OSの各
構成要素ごとに説明し，コンピュータを扱う際の問題に対応できるようになることを目標とする。

授業の進め方・方法 基本的に座学形式で，OSのプロセス，スケジューラ，メモリ管理，ファイルシステム，入出力システムについて講義す
る。また，現実の問題に対応するこれらの構成要素の選択・設定について，グループワーク等で議論する。

注意点
本講義の理解には，コンピュータハードウェアやソフトウェアのアーキテクチャに対する理解が欠かせない。講義最初
の2回でその概略を解説し，その他の講義中でも適宜説明を行うが，これまでにこの関連の講義を受けていない学生は
，各自で資料等を参照する等の自学をすることが求められる。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 2ndQ

9週 ハードウェア・アーキテクチャ
ソフトウェア・アーキテクチャ

CPU，メモリ，I/O装置等のコンピュータハードウェア
の基礎について理解できる。
OS，ライブラリ，UI(シェル，ウィンドウシステム
)，ユーザプログラム等の基礎と，その協調動作につい
て理解できる。

10週 OSの概要
プロセス・スレッド

OSの概要について理解できる。
プロセスとスレッドの概念について理解できる。

11週 マルチタスク
スケジューラ

プリエンティブマルチタスクを実現するための，ディ
スパッチャと各種スケジューラについて理解できる。
適応型やリアルタイム型等の，用途に応じた各種スケ
ジューラについて理解できる。

12週 メモリ管理
メモリ管理機構の実装

仮想記憶，ページング等のメモリ管理について理解で
きる。
仮想記憶やページングの，ハードウエアとの協調した
実装方法について理解できる。

13週 ファイル・システムの基礎
ファイル・システムの実装

ファイルシステムの基礎について理解できる。
ファイルシステムの実装例（FAT，UFS）について理
解できる。

14週 入出力の基礎
入出力の実装

入出力機能，デバイスドライバ，割り込みハンドラに
ついて理解できる。
各種OSの入出力機能，デバイスドライバの実装方法に
ついて理解できる。

15週 排他制御とデッドロック
セキュリティ

排他制御の概念とオペレーティングすステム内での使
用例を理解し，デッドロックの概念とその回避方法に
ついても理解できる。
セキュリティ保護に関する基本概念と，それがオペレ
ーティングシステムにどのように使われているかにつ
いて理解できる。



16週 定期試験
試験返却 試験問題の解説を通じて間違った箇所を理解できる

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

定期試験 小テスト レポート 合計
総合評価割合 80 0 20 100
知識の基本的な理解 10 0 10 20
思考・推論・創造への適用
力 10 0 10 20

汎用的技能【論理的思考力
】 60 0 0 60

態度・志向性(人間力) 0 0 0 0
総合的な学習経験と創造的
思考力 0 0 0 0



宇部工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 実験計画法
科目基礎情報
科目番号 82012 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 経営情報工学専攻 対象学年 専2
開設期 3rd-Q 週時間数 4
教科書/教材 適宜資料を配布する
担当教員 岸川 善紀
到達目標
 (1)　実験結果を分析する上で、適切な実験計画が必要であることを統計学の観点から理解できること
 (2)　統計的確率検定の考え方をベースに、一元配置、二元配置や直行行列の考え方を理解し、
　　　例題、演習等を通じ、問題を解けること
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限の到達レベルの目安
（可） 未到達レベルの目安

評価項目1
実験データを統計的に分解
することの意味を十分に理
解し、説明できる

特性値や因子について、種
類や特徴を適切に説明でき
る

実験計画法ならびに統計的
手法の意義についてフィッ
シャーの三原則などを利用
して説明できる

フィッシャーの三原則が十
分に理解できていない

評価項目2
各種実験計画法の手法を適
用した問題を解き、結果を
解釈することができる

実験条件などによってどの
ような実験計画のための手
法が必要か理解できる

2因子実験などを理解し統
計的に因子の効果を確認す
ることができる

実験データから因子の効果
を確認する手法を理解でき
ず結果をだすことができな
い

評価項目3
学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
第3学期に開講する講義である。
実験計画法に関して学ぶ。経済データの分析では、自然科学の実験と異なり要因の違いに結果の差が表れるかどうかを
確かめるには、統計的検定、分散分析などが有効である。実験計画法は複数の要因が存在する際の統計的有意差の確認
等で活用できる。そのため次の内容の理解が科目の到達目標レベルとなる。

授業の進め方・方法
経済データの分析では、自然科学の実験と異なり要因の違いに結果の差が表れるかどうかを確かめるには、統計的検定
、分散分析などが有効である。実験計画法は複数の要因が存在する際の統計的有意差の確認等で活用できる。そのため
次の内容の理解が科目の到達目標レベルとなる。
各種統計データを用いた問題を取り扱うため、前半は座学中心、後半はコンピュータを使った演習が中心となる

注意点
統計データは観測対象の結果を数値として表現したものであり、その結果は様々な要因によって決まるものです。この
要因は複数あり、どれがどのように効いているかを知るには本講義の手法が有効です。興味のある方はぜひ履修してく
ださい。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期 3rdQ

1週 ガイダンス
実験計画法の考え方

本講義の概要が理解できる
実験計画法の考え方について説明する
フィッシャーの3原則を理解する

2週 特性値、因子の理解
実験データの分解

特性値や因子の種類について理解する
実験データの解析に必要な｢分解」の考え方を理解する

3週 一対比較
2因子実験(1)

一対比較、乱塊法、ラテン方格などについて理解する
繰り返しなしの2因子実験について演習を行いレポート
を作成できる

4週 2因子実験(2)
完全実施要因計画

繰り返しありの2因子実験について演習を行いレポート
を作成できる
2n-型完全実施要因計画について演習を行いレポート
を作成できる

5週 主効果モデル
交互作用モデル

主効果モデルについて演習を行いレポートを作成でき
る
交互作用モデルについて演習を行いレポートを作成で
きる

6週 一部実施要因計画
直交表

一部実施要因計画について演習を行いレポートを作成
できる
直交表を用いた演習を行いレポートを作成できる

7週 分散分析
復習

分散分析表を用いた演習を行いレポートを作成できる
これまでの復習を行う

8週 定期試験
まとめ

試験を行う
本講義についてまとめを行う

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 70 30 0 0 0 0 100
知識の基本的な
理解 【知識・記
憶、理解レベル
】

50 10 0 0 0 0 60



思考・推論・創
造への 適用力
【適用、分析レ
ベル】

20 20 0 0 0 0 40

0 0 0 0 0 0 0



宇部工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 経営管理特論
科目基礎情報
科目番号 82013 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 経営情報工学専攻 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 前期:2
教科書/教材 「会社はこれからどうなるのか」岩井克人（平凡社）
担当教員 松野 成悟
到達目標
（1）経営管理と企業論の史的展開を理解し，今日的な課題を説明することができる。
（2）コーポレート・ガバナンスに関する議論を整理し，考察することができる。
（3）ポスト産業資本主義的企業における経営管理のあり方を論じることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限の到達レベルの目安
(可) 未到達レベルの目安

評価項目1
経営管理と企業論の史的展
開を理解し，今日的な課題
を説明することができる。
8割以上

経営管理と企業論の史的展
開を理解し，今日的な課題
を説明することができる。
7割以上

経営管理と企業論の史的展
開を理解し，今日的な課題
を説明することができる。
6割以上

経営管理と企業論の史的展
開を理解し，今日的な課題
を説明することができない
。6割未満

評価項目2
コーポレート・ガバナンス
に関する議論を整理し，考
察することができる。8割
以上

コーポレート・ガバナンス
に関する議論を整理し，考
察することができる。7割
以上

コーポレート・ガバナンス
に関する議論を整理し，考
察することができる。6割
以上

コーポレート・ガバナンス
に関する議論を整理し，考
察することができない。
6割未満

評価項目3
ポスト産業資本主義的企業
における経営管理のあり方
を論じることができる。
8割以上

ポスト産業資本主義的企業
における経営管理のあり方
を論じることができる。
7割以上

ポスト産業資本主義的企業
における経営管理のあり方
を論じることができる。
6割以上

ポスト産業資本主義的企業
における経営管理のあり方
を論じることができない。
6割未満

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

経営管理と企業論の史的展開について講義する。また、コーポレート・ガバナンスに関する議論やポスト産業資本主義
的企業における経営管理のあり方などについても検討する。
※実務との関係
この科目は企業で情報システム部門の管理や組織再編などに携わっていた教員が、その経験を生かし、経営管理や企業
論などについて講義形式で授業を行うものである。

授業の進め方・方法
教科書を輪講する形で授業を進める。
また、必要に応じて資料を配付するとともに参考図書等を紹介する。
この科目は学修単位科目のため、事前・事後学習としてレポート課題（オンラインによるものを含む）を課す。

注意点
レポートの提出期限を守ること。
レポート剽窃行為（インターネットや友人などからの盗用やコピペなど）は、その当事者全員のレポート評価全体を0点
とする。
学期内に成績を再評価する場合がある。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス シラバスを通じて、学習の意義や授業の進め方、評価
方法などを理解できる。

2週 現代企業の経営管理 現代企業の経営管理の現状と動向を理解できる。

3週 コーポレート・ガバナンス① 法人の存在理由と会社のしくみについての再検討の要
請が理解できる。

4週 コーポレート・ガバナンス② コーポレート・ガバナンスについて、経営者の信任義
務を理解できる。

5週 コーポレート・ガバナンス③ コーポレート・ガバナンスの実際について、アメリカ
の代表事例を理解できる。

6週 法人論争と日本型資本主義① 法人論争の概要と日本型資本主義の特質を理解できる
。

7週 法人論争と日本型資本主義② 組織特殊的な人的資産とホールド・アップ問題を理解
できる。

8週 法人論争と日本型資本主義③ 日本型資本主義の起源と雇用システムの原型を理解で
きる。

2ndQ

9週 法人論争と日本型資本主義④ 資本主義の史的展開と経営管理論の系譜を理解できる
。

10週 ポスト産業資本主義における経営管理① ポスト産業資本主義におけるデ・ファクト・スタンダ
ードとコア・コンピタンスを理解できる。

11週 ポスト産業資本主義における経営管理② ポスト産業資本主義的企業における組織デザインを理
解できる。

12週 ポスト産業資本主義における経営管理③ ポスト産業資本主義的企業における個人と組織の関係
、および企業の社会的責任を理解できる。

13週 コーポレート・ガバナンスの実際① コーポレート・ガバナンスに関する実証研究が理解で
きる。

14週 コーポレート・ガバナンスの実際② コーポレート・ガバナンスに関するさまざまな見解や
学説が理解できる。

15週 試験 試験



16週 答案返却・解答解説、全体の学習事項のまとめ 試験問題の解説を通じて、間違った箇所を理解できる
。全体の学習事項のまとめが理解できる。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表・レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ 合計
総合評価割合 15 85 0 0 0 0 100
基礎的能力 15 85 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



宇部工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 インターンシップ（2年生）
科目基礎情報
科目番号 82014 科目区分 専門 / 選択
授業形態 実習 単位の種別と単位数 学修単位: 3
開設学科 経営情報工学専攻 対象学年 専2
開設期 通年 週時間数 1.5
教科書/教材
担当教員 岡本 昌幸,専攻科各教員
到達目標
(1)学位専攻区分に関連付けて、実習先における実務を説明できる。
(2)実習先における実務に対し、専門知識・技術を活かした取り組みを行える。
(3)活動を通して、新たな専門知識・技術を獲得できる。
(4)自己のキャリアデザインについて考えることができる。
(5)社会が求める技術者・研究者の資質を説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安
(優)

標準的な到達レベルの目安
(良)

最低限の到達レベルの目安
(可) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1

学位専攻区分における具体
的な専門科目、関連科目、
専攻外科目と関連付けて、
実習先における実務を説明
できる。

学位専攻区分における具体
的な専門科目と関連付けて
、実習先における実務を説
明できる。

学位専攻区分に関連付けて
、実習先における実務を説
明できる。

学位専攻区分に関連付けて
、実習先における実務を説
明できない。

評価項目2

実習先における実務に対し
て、専門知識・技術を活か
し、自己の意見を積極的に
取り入れた取り組みを行え
る。

実習先における実務に対し
て、専門知識・技術を活か
し、計画的な取り組みを行
える。

実習先における実務に対し
、専門知識・技術を活かし
た取り組みを行える。

実習先における実務に対し
、専門知識・技術を活かし
た取り組みを行うことがで
きない。

評価項目3

活動を通して、新たな専門
知識・技術を獲得し、その
専門領域について、既習の
内容と関連付けて説明でき
る。

活動を通して、新たな専門
知識・技術を獲得し、その
専門領域について説明でき
る。

活動を通して、新たな専門
知識・技術を獲得できる。

活動を通して、新たな専門
知識・技術を獲得できない
。

評価項目4
自己のキャリアデザインに
ついて考え、実現するため
の計画を立てることができ
る。

自己のキャリアデザインに
ついて考えることができる
。

経験した実務内容に対する
自己の適性について考える
ことができる。

経験した実務内容に対する
自己の適性について考える
ことができない。

評価項目5
技術者・研究者にとって、
どのような資質が必要か、
なぜ必要か、具体的に説明
できる。

技術者・研究者にとって、
どのような資質が必要か、
具体的な内容を説明できる
。

技術者・研究者にとって、
どのような資質が必要か説
明できる。

技術者・研究者にとって、
どのような資質が必要か説
明できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

企業、大学等における長期実習を通して、これまでに修得してきた知識や技術、これから学修する事項が実践的にどの
ように活用できるのか、学修内容と実務問題との繋がりを理解するとともに、現場における独創的な技術やノウハウを
吸収し、自己の専門領域の深化、高度化を図ることを目的とする。また、企画提案や課題解決の実務を経験することに
よって、課題発見・探求能力、実行力といった技術者として必要な資質を高めることを目的とする。原則として夏季休
業期間中に135時間以上の実習を行うものとする。実習内容は、それぞれの学位専攻区分（機械工学、電気電子工学、情
報工学、応用化学、社会システム工学）に準ずるものとする。実習内容を報告書としてまとめ、その内容を発表する。

単位の数え方（3～12単位）
135～179時間：3単位，180～224時間：4単位，225～269時間：5単位，270～314時間：6単位，315～359時間
：7単位，360～404時間：8単位，405～449時間：9単位，450～494時間：10単位，495～539時間：11単位
，540時間以上：12単位

授業の進め方・方法

・原則として実習期間は１年次の夏季休業期間中とし、実習先は1社（機関）とする。
・実習テーマおよび実習期間は実習先から提示されたものを基本とし、指導教員と実習先とで協議の上決定する。実習
内容は、学位専攻区分（機械工学、電気電子工学、情報工学、応用化学、社会システム工学）に準ずるものとする。
・事前指導として、社会人として守らなければならない基本的なルールの徹底と心構えについて指導を行う。
・事前準備として、実習内容と専門性の関連について整理する（事前報告書の作成）。
・指導教員は、必要に応じ状況の把握と指導を行うものとする。
・実習中に日々の実習内容をインターンシップ実習日誌に記録し、実習先の点検を受けた後、本校へ提出する。
・実習終了時にインターンシップ報告書を作成し、実習先と本校へ提出する。
・実習終了後、インターンシップ報告会において実習内容を発表する。
・実習期間中に知り得た企業秘密等については、絶対他に漏えいしないこと。
・実習は原則として無報酬とする。
・事後指導として、全員の実習終了後に報告会を開催し、到達目標の達成度について評価する。
・事後指導として、自己のキャリアデザインについて評価する（事後報告書の作成）。
・全体を通して、問題点や改善点があれば問題解決のための方策を講じる。

注意点

インターンシップでは、企業などでの長期にわたる種々の実習を通し、実務問題の理解と対応能力を身につけることを
目的としている。また実習を通して、仕事の進め方、社会人としての接し方を学び、社会が要求し期待する職業人とし
ての技術者像を確立するよう努めること。

到達目標①：報告書（実技）により評価する。（30%）
到達目標②：報告書（成果）により評価する。（30%）
到達目標③：報告会により評価する。（40%）

感染症の状況により，やむを得ず全部又は一部を遠隔授業とする場合がある．
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画



週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 インターンシップ（135時間以上）の実施
2週 〃
3週 〃
4週 〃
5週
6週
7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期

3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

１報告書 ２報告会 ３事後教育報告書 合計
総合評価割合 60 35 5 100
知識の基本的な理解 30 15 0 45
思考・推論・創造への適用
力 10 10 0 20

汎用的技能 10 5 0 15
態度・志向性(人間力) 10 5 5 20


